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有
珠
善
光
寺
関
係
資
料
関
口
靜
雄
宮
本
花
恵
北
海
道
伊
達
市
有
珠
町
所
在
の
大
臼
山
道
場
院
善
光
寺
の
関
係
資
料
を
紹
介
す
る
。
文
化
元
年
（



）、
江
戸
幕
府
は
蝦
夷
地
奉
行
の
願
い
出
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
蝦
夷
三
官
寺
の
設
置
を
決
定
し
た
。
幕
府
は
蝦
夷
地
支
配
に
あ
た
り
、
様
似
に
天
台
宗
帰
嚮
山
厚
沢
寺
等
院
有
珠
に
浄
土
宗
大
臼
山
善
光
寺
厚
岸
に
臨
済
宗
景
雲
山
国
泰
寺
の
三
寺
を
建
立
し
、
露
国
の
南
下
に
対
す
る
警
戒
警
備
と
ア
イ
ヌ
の
親
露
化
防
止
を
画
策
し
た
。
蝦
夷
地
警
備
を
弘
前
盛
岡
の
二
藩
に
命
じ
、
非
常
時
出
兵
は
秋
田
庄
内
仙
台
会
津
諸
藩
に
命
じ
た
こ
と
や
、
交
易
を
目
的
に
蝦
夷
地
に
渡
る
商
人
等
々
の
和
人
も
増
大
し
た
か
ら
、
三
寺
の
教
化
布
教
も
ア
イ
ヌ
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
有
珠
善
光
寺
は
木
食
円
空
木
五
行
、
ま
た
菅
江
真
澄
松
浦
武
四
郎
が
訪
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
寺
格
は
等
院
に
次
ぎ
、
国
泰
寺
の
上
位
に
位
置
し
て
い
た
と
伝
え
、
噴
火
湾
岸
の
ヤ
マ
コ
シ
ナ
イ
（
八
雲
町
山
越
）
か
ら
シ
ラ
オ
イ
（
白
老
町
）
ま
で
を
そ
の
教
化
の
持
場
に
し
た
と
い
う
。
文
政
五
年
（


	
	）と
嘉
永
六
年
（




）
の
有
珠
山
噴
火
に
よ
っ
て
多
く
の
寺
宝
を
失
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
貴
重
な
資
料
が
伝
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
四
世
弁
定
が
開
版
し
た
『
念
仏
上
人
子
引
歌
』
は
和
文
に
ア
イ
ヌ
語
文
を
併
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
板
木
は
ア
イ
ヌ
語
を
刻
し
た
も
の
と
し
て
道
内
に
お
け
る
現
存
最
古
の
も
の
と
さ
れ
る
。
善
光
寺
歴
代
は
教
化
の
方
便
と
し
て
木
版
の
刷
り
物
を
印
施
し
た
よ
う
で
、
た
め
に
多
種
の
板
木
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
善
光
寺
過
去
帳
』
は
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
百
万
遍
念
珠
も
伝
わ
る
こ
と
か
ら
宗
風
の
浸
透
ぶ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
釈
如
来
大
仏
（
道
指
定
文
化
財
）
円
空
鉈
作
り
の
観
音
菩
像
（
同
）

黄
檗
版
一
切
経
な
ど
貴
重
な
遺
品
が
存
す
る
。
善
光
寺
は
昭
和
四
十
九
年
に
宝
物
館
を
開
館
し
、
資
料
の
整
理
と
研
究
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
驥
尾
に
付
し
て
、
こ
の
た
び
は
「
有
珠
善
光
寺
関
係
資
料
」
と
し
て
、
下
記
五
点
の
資
料
に
つ
い
て
愚
稿
を
記
し
お
き
た
い
。
1．『
佛
説
阿
彌
陀
經
變
相
』
嘉
永
元
年
（
）正
蓮
社
德
信
識
、
善
光
寺
蔵
版
。
2．『
鸞
洲
和
尚
畫
像
』
洛
東
臨
照
院
蔵
椿
椿
山
筆
『
鸞
洲
和
尚
畫
像
』
の
木
版
印
刷
。
3．『
後
世
の
枝
折
』
鸞
洲
明
治
二
十
七
年
（
）小
石
川
宗
慶
寺
蔵
版
。
4．『
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』
文
化
三
年
（
）善
光
寺
幹
事
誌
。
5．『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
弁
瑞
善
光
寺
蔵
版
。
（
関
口
）
［
追
記
］
善
光
寺
木
立
真
理
師
か
ら
『
蝦
夷
地
善
光
寺
日
鑑
』
等
々
貴
重
な
資
料
と
大
切
な
お
教
え
を
戴
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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1］『
佛
説
阿
彌
陀
經
變
相
』
嘉
永
元
年
正
蓮
社
德
真
識
東
蝦
夷
地
善
光
寺
蔵
版
右
の
浄
土
変
相
図
一
幅
（
木
版
。
全
体
一
六
三
×
六
六
㎝
、
本
紙
一
三
三
×
五
八
㎝
。
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
は
上
部
に
『
佛
説
阿
彌
陀
經
變
相
』
、
下
部
に
「
嘉
永
元
年
戊
申
五
月
刻
東
蝦
夷
地
善
光
寺
藏
版
」
と
あ
り
、
裏
面
に
木
版
の
版
行
由
来
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
經
變
相
叙
由
畧
〔
嘉
永
瑞
祥
〕
（
朱
印
）
こ
の
變 へ
ん
相 ざ
う
は
。
祐
誉
荘
海
上
人
の
。
感 か
ん
得 ど
く
し
ま
せ
る
所 とこ
ろ
也
。
／
師 し
は
。
文
化
元
年
の
冬
。
台 た
い
命 め
い
を
蒙 か
う
ふり
。
東
蝦
え
夷 そ
の
／
地 ち
に
。
大 お
ほ
臼 う
す
山 ざ
ん
善 ぜ
ん
光 くは
う
寺 じ
を
開 か
い
創 さ
う
し
。
同
キ
二
年
五
月
五
日
に
／
入 に
ふ
寂 じや
く
し
給
ひ
き
。
予 わ
れ
其 そ
の
時 と
き
随 ず
ゐ
仕 じ
し
侍 は
べ
り
け
る
が
。
師 し
に
代 か
はり
て
。
／
か
の
遠 と
をき
境 さ
か
いの
。
寺 て
ら居 ゐ
の
経 け
い營 え
いな
ど
。
は
か
ら
ひ
合 あ
はせ
。
其 そ
の事 こ
と／
畢 を
へて
か
へ
り
ぬ
。
そ
も
荘
海
上
人
。
か
ね
て
此 こ
の変 へ
ん相 さ
うを
。
／
世 よ
に
留 と
ゞめ
。
も
の
せ
む
と
の
志
こ
ゝ
ろ
ざ
しあ
り
し
が
。
予
其
嘱 そ
くを
う
け
て
／
よ
り
。
茲 こ
ゝに
四
十
餘 よ
年 ね
ん
に
及 お
よべ
り
。
時 と
きな
る
哉 か
な。
今 こ
茲 と
し。
募 ぼ

え
ん／
し
て
漸 やう
やく
刻 こ
く來 な
りけ
り
。
か
ゝ
れ
ば
深 ふ
か
く
瞻 せ
ん禮 ら
い恭 く
敬 げ
うの
／
人 ひ
と
は
。
共 と
もに
一 い
ち蓮 れ
ん託 た
く
生 しや
うの
功 こ
う。
露 つ
ゆも
疑 うた
がひ
あ
ら
じ
と
云
戊
申
五
月
五
日
正
蓮
社
德
真
識
〔
東
夷
開
／
法
沙
門
／
誠
寛
〕
（
朱
印
）
版
行
由
来
に
よ
つ
て
、
こ
れ
が
嘉
永
元
年
（



）五
月
、
六
世
順
立
の
代
に
有
珠
善
光
寺
か
ら
版
行
さ
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。
募
縁
し
て
開
版
す
る
な
ど
の
労
を
と
っ
た
正
蓮
社
德
真
は
善
光
寺
開
山
荘
海
に
随
仕
し
た
と
い
う
が
、
『
善
光
寺
日
鑑
』
等
々
の
史
料
に
そ
の
名
が
見
出
せ
な
い
。
荘
海
に
随
従
し
た
の
は
成
寛
	観
応
	忍
彫
	密
成
	了
性
	百
順
の
七
僧
で
、
他
に
「
童
子
壱
人
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
童
子
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
童
子
が
急
逝
し
た
住
職
荘
海
に
代
わ
っ
て
「
寺
居
の
経
營
」
を
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
お
末
尾
の
角
印
に
「
東
夷
開
法
沙
門
誠
寛
」
と
あ
る
。
こ
の
誠
寛
が
『
善
光
寺
日
鑑
』
に
荘
海
の
随
従
僧
の
筆
頭
に
記
さ
れ
た
成
寛
で
あ
る
と
す
る
と
、
二
世
鸞
洲
が
着
任
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
「
寺
居
の
経
營
」
を
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
精
査
し
た
い
。
と
も
あ
れ
変
相
は
荘
海
の
感
得
し
た
も
の
で
、
荘
海
は
こ
れ
を
刻
し
て
印
施
し
、
教
化
の
用
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
没
後
四
十
余
年
、
付
嘱
さ
れ
た
德
真
は
師
の
志
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
荘
海
が
江
戸
を
発
つ
前
に
観
経
曼
陀
羅
	釈

涅
槃
図
等
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
歴
代
が
収
集
し
た
変
相
図
類
が
善
光
寺
宝
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
『
佛
説
阿
彌
陀
經
變
相
』
は
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。（
関
口
）
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2］
鸞
洲
和
尚
畫
像
右
の
『
鸞
洲
和
尚
畫
像
』
は
古
美
術
研
究
誌
「
國
華
」
九
一
七
号
（
昭
和
二
十
七
年
二
月
、
國
華
社
）
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
洛
東
臨
照
院
所
蔵
の
椿
椿
山
筆
『
鸞
洲
和
尚
像
』
を
秋
山
兼
吉
が
彫
刻
し
、
猪
腰
美
一
が
色
し
た
木
版
画
で
あ
る
。
画
面
上
部
に
有
栖
川
宮
七
代
韶
仁
親
王
筆
の
鸞
洲
作
詩
「
遠
鐘
窓
外
盡
春
／
嶺
曙
雲
寒
衣
希
／
拾
花
落
澗
衆
／
月
殘
威
儀
孤
影
／
靜
誦
一
心
安
身
／
爲
貞
修
不
関
世
／
路
難
」
の
着
賛
が
あ
る
。
鸞
洲
は
天
保
十
四
年
（



）四
月
十
九
日
に
没
し
、
親
王
も
弘
化
二
年
（



）二
月
十
六
日
に
薨
去
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
天
保
末
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
。
鸞
洲
は
有
珠
善
光
寺
二
世
を
退
任
後
は
知
恩
院
末
常
紫
衣
寺
院
の
江
戸
浅
草
田
島
山
誓
願
寺
住
職
と
な
っ
た
が
、
台
命
に
よ
っ
て
知
恩
院
宮
尊
超
入
道
親
王
華
頂
王
府
の
侍
読
と
な
っ
た
。
林
照
順
編
『
照
臨
院
誌
』
（
昭
和
八
年
十
一
月
、
照
臨
院
）
に
よ
れ
ば
、
文
政
元
年
（



）十
月
六
日
、
尊
超
入
道
親
王
の
兄
有
栖
川
宮
七
代
韶
仁
親
王
妃
妙
勝
定
院
の
父
閑
院
宮
美
仁
親
王
が
薨
去
さ
れ
る
と
、
側
室
で
妙
勝
定
院
の
生
母
堀
川
依
子
（
通
称
千
代
、
の
ち
少
将
）
は
落
飾
し
信
行
院
（
は
じ
め
慈
生
院
、
の
ち
信
楽
院
、
さ
ら
に
信
行
院
）
と
号
し
て
故
美
仁
親
王
の
菩
提
を
弔
い
、
造
寺
を
立
願
し
て
こ
れ
を
鸞
洲
に
委
嘱
さ
れ
た
。
鸞
洲
は
浄
土
律
の
祖
と
も
い
う
べ
き
霊
潭
性
澂
（








）が
剏
し
た
洛
東
聖
臨
菴
が
荒
廃
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
こ
れ
を
再
興
し
信
行
院
の
所
願
成
就
を
図
っ
た
。
し
か
し
信
行
院
は
文
政
十
三
年
（



）四
月
九
日
に
急
逝
せ
ら
れ
て
、
聖
臨
菴
再
興
事
業
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
妙
勝
定
院
宮
の
悲
嘆
は
ふ
か
く
、
生
母
生
前
の
所
願
成
就
を
つ
よ
く
願
わ
れ
た
の
で
鸞
洲
も
堂
宇
造
営
に
邁
進
し
、
ほ
ど
な
く
竣
工
し
た
と
い
う
。
鸞
洲
は
信
行
院
を
第
九
世
中
興
一
世
と
な
し
、
聖
臨
菴
を
改
め
て
照
臨
院
と
号
し
た
。
次
い
で
妙
勝
定
院
宮
は
西
七
条
の
真
言
律
宗
水
薬
師
寺
止
住
の
公
家
小
倉
中
納
言
豊
季
の
女
子
を
し
て
浄
土
宗
に
転
宗
せ
し
め
、
天
保
九
年
（



）こ
れ
を
鸞
洲
に
剃
髪
せ
し
め
て
当
院
十
世
と
せ
ら
れ
た
。
常
照
大
法
尼
で
あ
る
。
以
来
照
臨
院
は
律
苑
尼
寺
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ま
た
鸞
洲
は
台
命
に
よ
っ
て
浅
草
誓
願
寺
に
帰
り
、
そ
こ
で
没
し
た
。
戒
名
は
至
誠
心
院
翔
蓮
社
鳳
誉
上
人
仰
阿
。
戒
名
中
の
院
号
は
尊
超
入
道
親
王
の
下
賜
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
墓
所
は
誓
願
寺
（
現
府
中
市
紅
葉
丘
）
に
在
る
。
鸞
洲
が
そ
の
再
興
に
尽
力
し
た
照
臨
院
は
、
霊
潭
性
澂
が
近
江
安
養
寺
の
戒
山
慧
堅
と
そ
の
高
弟
湛
堂
慧
淑
か
ら
受
戒
し
た
こ
と
や
、
妙
勝
定
院
宮
が
木
食
彈
誓
上
人
開
山
古
知
谷
阿
弥
陀
寺
の
顕
阿
祐
月
に
帰
依
し
て
照
臨
院
を
阿
弥
陀
寺
の
伝
法
道
場
と
し
た
こ
と
、
ま
た
鸞
洲
が
彈
誓
上
人
を
思
慕
し
た
木
食
徳
本
上
人
の
門
弟
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
浄
土
律
に
感
心
を
寄
せ
る
僧
た
ち
が
盛
ん
に
往
来
し
た
。
た
と
え
ば
磐
城
の
守
一
無
能
の
弟
子
で
無
能
寺
奉
律
一
世
と
な
っ
た
良
照
不
能
は
聖
臨
菴
に
お
い
て
法
潭
	可
圓
	称
察
	普
寂
四
師
の
証
明
の
も
と
に
進
具
し
、
の
ち
江
戸
目
黒
長
泉
律
院
二
世
と
な
っ
て
い
る
。
仏
教
学
全
般
に
通
じ
、
華
厳
の
鳳
潭
と
な
ら
び
称
さ
れ
た
普
寂
徳
門
（








）も
ま
た
長
泉
律
院
三
世
を
董
し
て
い
る
。
『
普
寂
徳
門
和
上
傳
』
に
よ
る
と
普
寂
は
元
文
元
年
（



）頃
の
若
き
日
、
照
臨
院
に
寓
し
て
真
如
敬
首
の
講
義
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
敬
首
も
ま
た
近
江
安
養
寺
の
湛
堂
慧
淑
か
ら
受
戒
し
て
い
る
。
鸞
洲
の
行
実
か
ら
生
じ
た
法
脈
は
か
く
も
広
く
重
い
。
な
お
、
右
に
掲
出
し
た
『
鸞
洲
和
尚
畫
像
』
は
國
華
社
が
こ
れ
を
単
独
に
版
行
（
刊
年
不
明
）
し
た
も
の
で
あ
る
。
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
の
一
本
を
採
っ
た
。（
関
口
）
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鳳
誉
鸞
洲
『
後
世
の
枝
折
』
有
珠
善
光
寺
第
二
世
鳳
誉
鸞
洲
『
後
世
の
枝
折
』
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
『
蝦
夷
地
善
光
寺
日
鑑
』
等
に
よ
れ
ば
、
文
化
二
年
（



）
三
月
九
日
、
三
官
寺
住
職
は
霊
岸
島
会
所
（
東
京
都
中
央
区
）
で
仏
像
仏
具
等
を
受
け
取
り
、
各
々
吉
日
を
選
ん
で
江
戸
を
発
っ
た
。
有
珠
善
光
寺
開
山
と
な
る
べ
き
祐
誉
荘
海
も
三
月
末
に
江
戸
を
発
ち
蝦
夷
地
に
向
か
っ
た
が
、
し
か
し
五
月
五
日
、
有
珠
を
目
前
に
し
て
箱
館
で
急
逝
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
江
戸
増
上
寺
五
十
四
世
倫
誉
念
海
（
	）
の
推
挙
に
よ
っ
て
急
遽
二
世
に
抜

さ
れ
た
の
が
鸞
洲
だ
っ
た
。
当
時
三
十
五
歳
の
鸞
洲
は
江
戸
小
石
川
無
量
山
伝
通
院
寿
経
寺
の
月
行
事
で
塔
頭
白
蓮
社
の
学
寮
主
だ
っ
た
。
『
後
世
の
枝
折
』
に
付
載
さ
れ
た
略
伝
等
に
よ
る
と
、
鸞
洲
（



	




）は
筑
前
国
の
人
で
、
は
じ
め
博
多
妙
圓
寺
（
博
多
区
住
吉
）
演
誉
の
弟
子
と
な
り
、
後
に
伝
通
院
賢
洲
（
	
）
の
門
下
と
な
っ
た
。
賢
洲
は
浄
土
律
の
系
譜
を
引
く
学
僧
で
、
増
上
寺
四
十
五
世
成
誉
大
玄
が
江
戸
目
黒
に
創
建
し
た
長
泉
律
院
の
普
寂
に
師
事
し
、
晩
年
は
久
留
米
善
導
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
こ
の
賢
洲
か
ら
京
都
遊
学
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
鸞
洲
は
紀
州
の
浄
土
系
木
食
僧
徳
本
（








）の
道
業
を
慕
っ
て
こ
れ
に
従
い
山
居
し
た
。
そ
の
後
ま
た
伝
通
院
に
戻
っ
て
白
蓮
社
に
止
住
し
、
同
院
の
月
行
事
役
を
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
時
に
有
珠
善
光
寺
二
世
の
台
命
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。
台
命
を
拝
し
た
鸞
洲
は
、
文
化
三
年
（



）五
月
五
日
に
荘
海
の
一
周
忌
法
要
を
勤
修
し
た
後
、
五
月
十
四
日
に
江
戸
を
発
っ
た
。
蝦
夷
地
赴
任
に
あ
た
っ
て
鸞
洲
は
「
大
谷
田
善
応
寺
ニ
貞
極
師
之
本
一
蔵
箱
」
を
所
望
し
、
そ
れ
を
蝦
夷
地
へ
送
る
よ
う
増
上
寺
役
者
へ
依
頼
し
た
。
こ
れ
は
今
も
有
珠
善
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
鉄
眼
道
光
開
板
一
切
経
の
こ
と
で
、
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
鸞
洲
の
依
頼
通
り
大
谷
田
善
応
寺
（
足
立
区
中
川
）
の
一
切
経
は
蝦
夷
地
へ
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鉄
眼
版
大
蔵
経
は
黄
檗
宗
の
鉄
眼
道
光
（






	）が
、
隠
元
隆
琦
（


	
）
が
明
か
ら
請
来
し
た
大
蔵
経
を
天
和
元
年
（

）
に
開
板
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
蔵
経
は
日
本
国
内
に
広
く
流
布
し
た
の
で
あ
る
が
、
鸞
洲
は
こ
の
一
切
経
所
望
の
理
由
を
「
誠
当
国
最
初
之
法
宝
、
夷
境
之
鎮
護
不
過
之
」
と
し
て
い
る
。
事
実
、
鸞
洲
が
蝦
夷
地
に
着
任
し
た
文
化
三
年
（



）九
月
に
は
カ
ラ
フ
ト
の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
屋
に
ロ
シ
ア
の
軍
艦
が
来
航
し
襲
撃
す
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
世
に
い
う
文
化
露
寇
事
件
で
、
長
崎
に
お
け
る
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
と
の
通
商
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
こ
と
へ
の
報
復
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
翌
四
年
に
も
ロ
シ
ア
軍
艦
の
襲
撃
は
続
き
、
四
月
末
に
ヱ
ト
ロ
フ
を
、
五
月
末
に
は
再
び
カ
ラ
フ
ト
を
襲
撃
し
、
次
い
で
利
尻
沖
で
日
本
船
を
拿
捕
し
積
荷
を
接
収
し
た
。
ま
さ
に
鸞
洲
が
蝦
夷
地
へ
赴
任
し
た
時
期
は
ロ
シ
ア
と
の
緊
張
状
態
が
高
ま
っ
て
い
た
最
中
で
あ
っ
て
、
鸞
洲
が
「
夷
境
之
鎮
護
」
の
た
め
に
一
切
経
を
必
要
と
し
た
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
化
三
年
六
月
二
十
日
、
鸞
洲
は
有
珠
善
光
寺
に
着
任
し
た
。
翌
日
入
院
式
を
済
ま
せ
る
と
、
土
産
を
持
っ
て
ア
イ
ヌ
の
家
々
を
挨
拶
回
り
し
た
。
有
珠
虻
田
在
住
の
ア
イ
ヌ
へ
は
風
呂
敷
一
枚
ず
つ
、
夫
婦
に
は
京
針
二
十
本
を
贈
り
、
こ
れ
が
不
足
す
る
と
手
拭
を
渡
し
、
乙
名
小
遣
の
ア
イ
ヌ
へ
は
酒
を
、
そ
の
他
に
は
炊
い
た
飯
を
ふ
る
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
施
行
は
赴
任
前
に
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
結
実
し
て
後
に
は
ア
イ
ヌ
五
〇
〇
余
名
と
有
珠
善
光
寺
境
内
で
百
万
遍
念
仏
数
珠
繰
り
を
興
業
し
て
い
る
。
な
お
菅
江
真
澄
『
え
ぞ
の
て
ぶ
り
』
に
「
い
つ
も
月
の
な
か
ら
よ
り
末
の
こ
ろ
ま
で
に
通
夜
し
、
ね
ぶ
ち
（
念
仏
）
を
と
な
へ
、
円
居
し
て
大
数
珠
を
く
り
め
ぐ
ら
し
、
こ
ゝ
ろ
し
め
や
か
に
居
る
」
と
あ
り
、
有
珠
善
光
寺
建
立
以
前
か
ら
百
万
遍
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
地
に
古
く
か
ら
信
州
の
善
光
寺
如
来
を
祀
る
御
堂
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
宗
風
に
な
じ
ん
だ
ア
イ
ヌ
に
は
鸞
洲
の
教
化
を
受
け
容
れ
る
素
地
が
多
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
化
十
年
（



）八
月
十
八
日
、
有
珠
善
光
寺
鸞
洲
等
院
慈
順
国
泰
寺
萬
全
の
隠
居
願
が
許
可
さ
れ
る
と
、
鸞
洲
は
八
年
間
住
持
し
た
蝦
夷
地
を
去
っ
て
江
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戸
へ
帰
り
伝
通
院
に
住
し
た
。
こ
こ
で
鸞
洲
は
徳
本
を
関
東
へ
招
き
法
筵
を
興
業
す
る
な
ど
日
を
送
っ
て
い
た
が
、
後
に
知
恩
院
門
跡
尊
超
法
親
王
（



	




	）の
准
院
家
に
任
じ
ら
れ
て
権
僧
正
法
眼
位
ま
で
僧
階
を
昇
っ
た
。
晩
年
は
准
院
家
を
辞
し
た
が
、
再
び
台
命
を
受
け
常
紫
衣
寺
院
で
あ
る
浅
草
誓
願
寺
住
職
と
な
り
、
天
保
十
四
年
（
）四
月
十
九
日
、
誓
願
寺
に
七
十
二
歳
で
没
し
た
。
鸞
洲
『
後
世
の
枝
折
』
は
北
海
道
で
最
も
古
い
出
版
物
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
松
浦
武
四
郎
『
東
蝦
夷
日
誌
第
二
編
』（
）に
、
文
化
四
（
丁
卯
）
年
五
月
俄
羅
斯
乱
の
時
に
は
、
処
々
仏
幡
を
立
て
、
土
人
に
地
を
守
ら
し
め
、
身
は
彼
等
が
炮
丸
に
死
す
と
も
、
外
夷
の
耻
を
受
事
な
か
れ
と
教
撫
し
、
一
紙
の
垂
誡
を
作
り
、
是
と
一
枚
起
証
に
夷
言
を
梓
附
に
の
せ
、
又
後
世
の
枝
折
と
い
へ
る
書
を
著
し
て
施
し
、
又
或
時
は
大
な
る
数
珠
に
て
夷
民
に
百
万
返
〔
遍
〕
を
く
ら
し
め
し
等
も
、
其
法
筵
に
連
る
者
五
百
人
余
、
是
此
地
に
て
念
仏
の
始
め
也
。
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
鸞
洲
の
有
珠
善
光
寺
在
職
中
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
伝
え
ら
れ
る
版
本
は
い
ず
れ
も
無
刊
記
本
で
あ
っ
て
、
北
海
道
で
最
も
古
い
出
版
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
左
は
な
い
。
刊
年
が
知
ら
れ
る
の
は
明
治
二
十
七
年
三
月
に
東
京
礫
川
宗
慶
寺
か
ら
蔵
梓
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。
管
見
で
は
『
後
世
の
枝
折
』
の
版
本
に
は
以
下
の
三
種
が
存
す
る
。

東
都
白
蓮
社
蔵
版
。
本
文
九
行
二
十
三
丁
。

東
都
白
蓮
社
蔵
版
。
本
文
九
行
二
十
一
丁
。

東
京
宗
慶
寺
蔵
版
。
本
文
九
行
二
十
三
丁
。
全
三
十
一
丁
。
右
の
三
種
の
版
本
に
は
い
ず
れ
も
鸞
洲
の
序
文
が
あ
り
、
そ
の
尾
行
に
「
時
は
文
化
か
の
へ
午
の
冬
ゑ
み
し
か
浦
宇
壽
の
山
に
す
め
る
僧
鸞
洲
し
る
す
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
文
化
七
年
（



）冬
に
鸞
洲
が
著
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
し
か
し


は
と
も
に
無
刊
記
で
そ
の
刊
行
年
時
が
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
が
初
版
と
思
わ
れ
、
こ
れ
よ
り
丁
数
の
少
な
い
は
字
詰
め
を
施
し
版
面
を
改
め
た
再
刻
本
で
あ
る
。
は
の
ま
こ
と
に
忠
実
な
復
刻
本
で
あ
る
。
版
元
の
東
都
白
蓮
社
は
伝
通
院
山
内
に
あ
っ
た
学
寮
で
、
鸞
洲
『
了
誉
聖
冏
禅
師
絵
詞
伝
』（
文
政
二
年
（
）刊
）
に
付
さ
れ
た
「
無
量
山
総
境
内
之
図
」
に
は
白
蓮
社
の
社
名
が
見
え
、
ま
た
鸞
洲
の
随
従
僧
と
し
て
蝦
夷
地
へ
渡
っ
た
高
弟
大
基
の
略
伝
中
に
「
享
和
二
年
秋
江
戸
礫
川
傳
通
院
學
頭
智
門
寮
に
入
り
尋
て
鸞
洲
寮
に
轉
す
」（
『
大
基
上
人
略
傳
』「
浄
土
宗
全
書
」
第
十
八
巻
所
収
）
と
あ
っ
て
、
こ
の
鸞
洲
寮
が
白
蓮
社
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
『
後
世
の
枝
折
』
は
鸞
洲
有
縁
の
学
寮
か
ら
版
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
唯
一
刊
記
の
存
す
る
東
京
礫
川
宗
慶
寺
版
に
付
さ
れ
た
同
寺
十
九
世
佐
伯
音
海
の
序
文
に
よ
っ
て
、『
後
世
の
枝
折
』
の
版
行
事
情
の
大
凡
が
知
ら
れ
る
。
此
後
世
ノ
枝
折
ハ
吾
ガ
浄
宗
ノ
大
徳
鸞
洲
上
人
ノ
編
述
ニ
シ
テ
東
都
無
量
山
傳
通
院
学
寮
白
蓮
社
ノ
蔵
版
ナ
リ
シ
モ
今
ヤ
世
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
殆
ン
ト
晨
星
ノ
如
ク
又
其
梓
木
モ
磨
滅
セ
リ
ト
聽
キ
予
ガ
先
師
常
ニ
之
ヲ
痛
ミ
之
ヲ
惜
ム
ノ
餘
リ
其
再
刻
ニ
志
サ
セ
シ
モ
果
サ
ズ
シ
テ
世
ヲ
辞
セ
リ
遺
憾
ト
謂
フ
ベ
シ
今
年
十
一
月
ハ
其
三
年
ノ
忌
ニ
遭
遇
セ
リ
思
フ
ニ
幸
ニ
此
好
縁
ニ
際
シ
先
師
生
前
ノ
遺
志
ヲ
継
キ
之
ヲ
再
刻
シ
聊
カ
報
恩
ノ
一
ニ
答
ヘ
併
テ
著
者
ノ
髙
徳
ニ
酬
ハ
ヾ
不
知
扶
宗
ノ
一
端
ト
モ
為
リ
ナ
ン
ト
遂
ニ
剞
納
ニ
附
シ
今
其
再
刻
成
レ
リ
ま
た
吉
水
山
朝
覚
院
宗
慶
寺
は
伝
通
院
末
で
、
応
永
二
十
二
年
（



）開
山
酉
蓮
社
了
誉
聖
冏
（







	
）が
高
弟
増
上
寺
西
誉
の
招
請
に
よ
っ
て
常
陸
国
か
ら
江
戸
に
来
て
当
地
に
草
庵
を
結
ん
だ
の
が
起
り
で
吉
水
山
伝
法
院
を
称
し
た
。
慶
長
七
年
（



	）徳
川
家
康
の
実
母
於
大
（
伝
通
院
殿
蓉
誉
光
岳
智
香
大
禅
定
尼
）
が
逝
去
の
折
、
当
寺
に
入
棺
し
菩
提
所
と
す
る
よ
う
命
を
受
け
た
が
、
し
か
し
当
寺
は
境
内
が
狭
隘
の
た
め
別
に
一
宇
を
建
立
し
て
菩
提
所
と
し
た
の
が
無
量
山
伝
通
院
寿
経
寺
で
あ
る
。
元
和
七
年
（


	
）家
康
側
室
松
平
忠
輝
母
堂
茶
阿
局
を
伝
法
院
に
埋
葬
し
、
局
の
法
号
朝
覚
院
殿
貞
誉
宗
慶
大
禅
定
尼
に
因
ん
で
朝
覚
院
宗
慶
寺
と
改
め
た
。
寛
永
年
中
に
伝
通
院
四
世
叡
誉
聞
悦
が
中
興
し
て
伝
通
院
末
と
な
り
し
境
内
三
千
余
坪
を
擁
し
て
栄
え
た
。
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『
後
世
の
枝
折
』
の
鸞
洲
序
は
文
化
七
年
（



）
冬
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
後
世
の
枝
折
』
は
文
化
三
年
九
月
の
文
化
露
寇
と
文
化
八
年
五
月
の
ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
事
件
の
狭
間
に
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
序
文
中
に
「
成
田
氏
な
る
居
士
」
が
訪
ね
来
て
法
話
を
聴
聞
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
同
書
執
筆
の
動
機
と
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
松
浦
武
四
郎
は
『
東
蝦
夷
日
誌
第
二
編
』
に
「
一
紙
の
垂
誡
を
作
り
、
是
と
一
枚
起
証
に
夷
言
を
梓
附
に
の
せ
、
又
後
世
の
枝
折
と
い
へ
る
書
を
著
し
て
施
し
」
と
伝
え
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
教
化
よ
り
は
和
人
の
信
仰
に
応
じ
て
著
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
実
情
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
事
件
後
、
蝦
夷
地
の
監
督
警
備
に
南
部
藩
と
津
軽
藩
が
藩
士
を
増
員
派
遣
し
た
の
を
は
じ
め
、
秋
田
藩
が
六
〇
〇
人
、
庄
内
藩
が
三
〇
〇
人
、
仙
台
藩
が
二
〇
〇
〇
〇
人
、
会
津
藩
が
一
六
〇
〇
〇
人
を
出
兵
し
て
お
り
、
日
露
間
の
緊
張
状
態
が
高
ま
る
中
で
、
「
成
田
氏
な
る
居
士
」
の
よ
う
に
鸞
洲
の
法
話
を
求
め
る
藩
士
た
ち
も
多
く
存
し
た
こ
と
は
容
易
に
推
量
さ
れ
る
。
な
お
『
後
世
の
枝
折
』
が
蝦
夷
地
で
開
版
さ
れ
た
証
左
は
い
ま
だ
見
い
だ
せ
な
い
。
あ
る
い
は
江
戸
で
開
版
さ
れ
、
蝦
夷
地
に
送
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
東
京
礫
川
宗
慶
寺
版
が
東
都
白
蓮
社
の
板
木
が
磨
滅
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
大
部
数
が
版
行
さ
れ
、
蝦
夷
地
に
も
そ
れ
を
需
め
る
人
た
ち
が
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
版
本
三
種
の
中
で
も
っ
と
も
情
報
量
の
多
い
東
京
礫
川
宗
慶
寺
版
を
翻
刻
す
る
。
（
宮
本
稿
関
口
補
）
注（
1）
木
立
大
忍
木
立
真
理
松
下
昌
『
蝦
夷
地
善
光
寺
住
職
記
文
化
二
年
～
文
化
三
年
』
（
蝦
夷
地
善
光
寺
日
鑑
解
読
第
二
巻
「
蝦
夷
地
へ
出
立
編
」
七
三
一
二
〇
頁
、
善
光
寺
刊
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
2）
宮
本
常
一
他
編
『
菅
江
真
澄
全
集
』（
第
二
巻
一
三
五
頁
。
未
来
社
、
一
七
九
一
年
）。
（
3）
吉
田
常
吉
編
『
新
版
蝦
夷
日
誌
』（
上
巻
七
〇
頁
。
時
事
通
信
社
、
一
九
八
四
年
）。
（
4）
松
本
あ
づ
さ
「
第
一
次
蝦
夷
地
上
地
」
（
北
海
道
史
研
究
協
議
会
編
『
北
海
道
史
事
典
』
一
九
一
一
九
四
頁
。
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
）。
〔
翻
刻
〕
後
世
の
枝
折
全
」
表題簽
鳳
譽
鸞
洲
上
人
著
後
丗
の
枝
折
全
一
冊
東
亰
礫
川
宗
慶
寺
蔵
梓
」
表見返
後
の
世
も
此
よ
も
と
も
に
南
無
阿
弥
佛
ま
か
せ
の
身
こ
そ
や
す
け
れ
」
序01オ
若
我
成
佛
十
方
衆
生
願
生
我
國
称
我
名
字
下
至
十
聲
乘
我
願
力
若
不
生
者
不
取
正
覺
明
治
甲
午
三
月
傳
通
院
了
寬
書
〔
印
〕〔
印
〕
」
序01ウ
後
丗
之
枝
折
序
鳳
譽
鸞
洲
上
人
ハ
吾
カ
田
嶋
山
誓
願
寺
一
代
ノ
之
主
ニ
シ
テ
而
乃
チ
第
三
十
二
世
ナ
リ
也
特
ニ
奉
シ
テ
下
台
命
ヲ上
住
持
ス
焉
先
レ
是
ヨ
リ
師
ハ
礫
山
ノ
之
學
匠
シ
テ
而
徳
亦
タ
髙
シ
矣
蓋
シ
師
ハ
稟
性
清
雅
英
才
慕
ヒレ
聖
ヲ
愛
スレ
衆
ヲ
故
ニ
利
生
化
縁
最
モ
廣
シ
就
レ
中
於
テ下
済
生
帷
索
ニ上
見
ル二
甚
タ
巧
ナ
ル
ヲ
一
夫
ノ
於
ケ
ル
レ
幹
下
旋
ス
ル
ニ
徳
本
行
者
ノ
之
」
序02オ東
化
ヲ上
旦
ツ
上
人
関
東
結
縁
ノ
之
盛
ナ
ル
謂
ツ
テ
レ
頼
ル
ト
二
師
ノ
之
力
ラ
ニ
一
敢
テ
信
スレ
勿
キ
ヲ
二
不
可
一
矣
還
タ
有
リ二
最
前
一
使
シ
ム
下
レ
洲
ヲ
シ
テ
住
中
持
セ
于
蝦
夷
善
光
寺
ニ上
窃
ニ
思
フ
ニ
官
有
ル
カ
下
亦
タ
深
意
上
乎
頼
リ二
于
洲
ノ
之
徳
ニ一
薫
二
陶
感
三
化
シ
夷
族
ヲ一
以
テ
有
ル
カ
レ
令
ル
ニ
レ
謹
セ二
北
門
軸
鑰
ヲ一
乎
可
シレ
足
ル三
以
テ
看
ル
ニ
二
師
ノ
之
盡
徳
ヲ一
也
時
ニ
法
洲
上
人
ハ
建
テ二
法
幢
ヲ
於
関
西
ニ一
鸞
洲
上
人
ハ
曜
カ
シ
二
法
電
ヲ
於
関
東
ニ一
二
公
秋
菊
」
序02ウ春
蘭
各
擅
ニ
ス
二
其
ノ
美
ヲ一
當
時
称
ス二
浄
家
東
西
二
洲
ト一
矣
其
ノ
芳
名
雷
ル二
于
天
下
ニ一
是
ヲ
以
テ
幕
府
常
ニ
欽
二
敬
ス
師
ノ
之
道
誉
有珠善光寺関係資料
121（24）
ヲ一
殊
遇
異
ナ
リ
二
於
他
ニ一
矣
貴
族
ノ
士
婦
及
ヒ
衆
庶
翕
然
風
靡
ス
焉
不
ス
ヤ
二
亦
タ
宣
ナ
ラ
一
乎
嗚
呼
可
シレ
謂
ツレ
陛
ナ
リ
ト
矣
洲
在
世
利
生
ノ
之
間
ニ
有
リ下
法
話
集
即
チ
称
ス
ル
モ
ノ
二
後
世
ノ
之
枝
折
ト一
者
全
上
行
二
于
世
ニ一
然
ル
ニ
舊
鐫
既
ニ
老
磨
シ
尓
耒
廢
	ス
矣
爰
ニ
」
序02オ前
宗
慶
寺
主
故
領
巖
和
尚
様
ク
概
キレ
之
ヲ
懐
ク
ヤ
二
再
刻
ノ
之
志
ヲ一
久
シ
矣
未
タシ
テ
レ
果
サ
帰
西
ス
惜
カ
ナ
矣
哉
既
ニ
聞
ク
和
尚
資
性
光
霽
卓
識
夙
ト
ニ
有
リ二
純
稟
憬
資
ノ
之
誉
一
座
ス
ル
二
于
宗
廣
教
師
之
招
ニ一
再
三
焉
所
ルレ
聘
セ二
于
曹
洞
宗
學
林
之
教
師
ニ一
其
ノ
他
雖
ト
モ
下
美
事
名
誉
ノ
之
跡
多
シ上
畧
ス二
于
此
ニ一
而
シ
テ
其
ノ
資
佐
伯
音
海
氏
継
キ二
先
師
再
梓
之
遺
志
ヲ一
遥
ニ
物
シ
テ
」
序03ウレ
擬
セ
ン
カ
二
洪
思
ヲ一
精
勵
修
事
ス
焉
其
ノ
至
誠
惑
弓
リレ
餘
リ
也
矣
已
ニ
際
シレ
上
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
二
干
剞
納
ニ一
予
ニ
請
フレ
序
ヲ
是
レ
鸞
公
ハ
者
所
二
以
ナ
リ
有
ル一
レ
縁
二
于
吾
山
ニ一
也
予
於
テレ
茲
ニ
不
スレ
忍
ヒレ
辞
ス
ル
ニ
不
スレ
遑
マ
ア
ラ
レ
揣
ル
ニ
二
亦
タ
不
敏
ヲ一
勿
卒
識
ミ二
蕪
草
ヲ一
珠
シ二
鸞
洲
芳
躅
ノ之
一
斑
ヲ一 以
テ塞
カ
ン
ト
二
其
ノ責
ヲ一 云
爾
干
時
明
治
二
十
有
七
年
一
月
下
浣
田
嶋
山
誓
願
精
舎
第
三
十
九
丗
」
序04オ
憐
雲

謹
誌
〔
印
〕〔
印
〕
」
序04ウ
附
言
南
蓮
社
賜
紫
壽
譽
上
人
幻
阿
修
道
領
巖
大
和
尚
十
一
月
十
六
日
三
回
忌
以
後
ノ
枝
折
ハ
吾
ガ
浄
宗
ノ
大
徳
鸞
洲
上
人
ノ
編
述
ニ
シ
テ
東
都
無
量
山
傳
通
院
学
寮
白
蓮
社
ノ
蔵
版
ナ
リ
シ
モ
今
ヤ
世
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
殆
ン
ト
晨
星
ノ
如
ク
又
其
梓
木
モ
磨
滅
セ
リ
ト
聽
キ
予
ガ
先
師
常
ニ
之
ヲ
痛
ミ
之
ヲ
惜
ム
ノ
餘
リ
其
再
刻
ニ
志
サ
セ
シ
モ
果
サ
ズ
シ
テ
世
ヲ
辞
セ
リ
遺
憾
ト
謂
フ
ベ
シ
今
年
十
一
月
ハ
其
三
年
ノ
忌
ニ
遭
遇
セ
リ
思
フ
ニ
幸
ニ
此
好
縁
ニ
際
シ
先
師
生
前
ノ
遺
志
ヲ
継
キ
之
ヲ
再
刻
シ
聊
カ
報
恩
」
序05オノ
一
ニ
答
ヘ
併
テ
著
者
ノ
髙
徳
ニ
酬
ハ
ヾ
不
知
扶
宗
ノ
一
端
ト
モ
為
リ
ナ
ン
ト
遂
ニ
剞
納
ニ
附
シ
今
其
再
刻
成
レ
リ
願
ハ
ク
ハ
永
ク
此
書
ノ
弘
通
ヲ
欲
ス
ル
ニ
ア
リ
ト
云
爾
東
亰
小
石
川
極
樂
水
浄
土
宗
宗
慶
寺
第
十
九
丗
明
治
二
十
七
年
三
月
佐
伯
音
海
謹
識
〔
印
〕〔
印
〕
」
序05ウ
後
世
の
枝
折
序
を
救
ふ
佛
の
教
は
な
に
は
の
法
も
め
て
た
き
物
か
ゝ
る
え
を
つ
く
し
立
に
し
弥
陀
の
誓
ひ
こ
そ
を
の
か
き
は
に
あ
て
ゝ
は
い
と
と
ふ
と
け
れ
近
頃
成
田
氏
な
る
居
士
の
訪
ひ
来
り
て
法
の
道
知
る
へ
を
問
へ
る
ま
に

呉
竹
の
う
き
ふ
し
し
け
き
世
を
厭
ふ
よ
り
わ
た
つ
海
の
深
き
佛
の
誓
ひ
い
と
語
ら
ひ
し
を
沖
津
波
か
ゝ
る
ゑ
み
し
か
浦
邊
に
は
佛
の
道
た
と
る
人
の
え
多
か
る
に
さ
な
か
ら
き
し
」
06オて
よ
友
を
誘
ふ
に
よ
す
か
に
も
な
さ
ま
ほ
し
と
い
へ
る
を
憚
の
関
の
憚
も
せ
て
か
い
つ
け
ぬ
る
は
印
南
野
の
い
な
み
も
や
ら
ぬ
わ
さ
な
ら
し
浅
香
の
沼
の
浅
き
水
茎
に
は
見
る
へ
き
言
の
葉
も
有
ま
し
け
れ
と
も
入
佐
の
山
の
入
そ
む
る
法
の
道
に
は
を
の
つ
か
ら
後
世
の
枝
折
と
も
な
り
侍
ら
ん
か
し
時
は
文
化
か
の
へ
午
の
冬
ゑ
み
し
か
浦
宇
壽
の
山
に
す
め
る
僧
鸞
洲
し
る
す
」
06ウ
後
世
の
枝
折
夫 そ
れ受 う
け難 が
たく
し
て
失 うし
なひ
や
す
き
は
人 に
ん界 が
いの
身 み
値 あ
ひが
た
く
し
て
ま
れ
に
得 え
た
る
は
佛 ほと
けの
御 み
法 の
りな
り
ま
さ
に
何 い
かな
る
勤 つ
とめ
を
な
し
て
か
今 こ
ん
生 じや
うの
思 お
もひ
出 で
と
は
す
べ
き
一 い
つ
生 しや
うむ
な
し
く
過 す
ぎ
て
後 こ
う
悔 くは
ひ
を
な
す
こ
と
な
か
れ
況 いは
んや
一 ひ
と
度 た
び
悪 あ
く
趣 し
ゆ
に
い
り
ぬ
れ
ば
万 ま
ん
却 ご
う
に
も
出 い
で
が
た
し
た
と
ひ
二 ふ
た度 た
び人 に
ん身 し
んを
受 う
くる
と
も
佛 ぶ
つ法 ほ
うに
あ
ふ
こ
と
尤 もつ
と
も難 か
たし
さ
れ
ば
菩 ぼ
提 だ
いの
道 み
ち
に
い
り
な
ん
事 こ
と
此 こ
の
度 た
び
に
あ
ら
ず
ば
い
つ
を
か
期
ご
せ
ん
速 すみ
や
かに
仏 ほ
と
けの
教 を
し
へに
従 した
がひ
て
」
01オ
後 ご
世 せ
の
営 いと
なみ
を
い
そ
ぐ
べ
し
光 くわ
う陰 い
ん移 う
つり
や
す
く
一
生
の
齢 よは
い早 は
やく
傾 かた
ふき
朝 て
う露 ろ
頼 た
のみ
が
た
し
四
し
大 だ
い
の
身 み
脆 も
ろ
く
き
ゆ
金 き
ん
殿 で
ん
玉 ぎよ
く
楼 ろ
う
も
つ
ひ
の
棲 す
み
家 か
に
あ
ら
ず
高 か
う
名 め
い
富 ふ
う
貴 き
と
も
い
つ
ま
で
の
命 いの
ちぞ
や

て
ん倒 だ
うの
凡 ぼ
ん夫 ぶ
は
か
く
と
も
し
ら
ず
し
て
お
き
ふ
し
心 こゝ
ろに
起 お
こる
は
貪 と
ん
瞋 じ
ん煩 ぼ
ん悩 の
ふの
迷 ま
よひ
立 た
ち居 ゐ
に
身 み
の
営 いと
なみ
流 る
転 て
ん輪 り
ん廻 ゑ
の
業 ご
うな
り
五 ご
欲 よ
くに
着 ぢゃ
くし
て
昨 き
の日 ふ
も
い
た
づ
ら
に
過 す
ぎ
三 さ
ん
宝 ぼ
う
に
帰 き
せ
ず
し
て
け
ふ
も
む
な
し
く
暮 く
れ
ぬ
生 しや
う
者 じ
や
必 ひ
つ
滅 め
つ
の
夕 ゆふ
べに
は
父
ふ
子 し
の
親 し
た
し
き
も
冥 め
い
途 ど
の
旅 た
び
は
別 わ
か
れ
」
01ウゆ
き
会
ゑ
者 し
や
定 じや
う
離 り
の
朝 あ
し
たに
は
夫 ふ
う
婦 ふ
の
む
つ
ま
じ
き
も
死
し
出 で
の
山 や
ま路 ぢ
に
伴 とも
なは
ず
さ
し
も
身 み
を
苦 く
るし
め
て
つ
み
貯 たく
わへ
し
財 ざ
い宝 ほ
う衣 ゑ
服 ふ
くは
閻 ゑ
ん魔 ま
獄 ご
く
卒 そ
つの
責 せ
めを
償 つく
なふ
べ
か
ら
ず
心 こゝ
ろを
労 ろ
うし
て
も
ふ
け
置 お
きし
田 で
ん園 ゑ
ん舎 し
や宅 た
くも
た
そ
の
い
ゑ
や
し
き
紅 ぐ
蓮 れ
ん
焦 しや
う熱 ね
つの
苦 くる
しみ
を
防 ふ
せぎ
難 が
たし
餓 が
鬼 き
に
飢 き
渇 か
つの
愁 う
れひ
あ
り
畜 ち
く
生 しや
うに
残 ざ
ん害 が
いの
悲 かな
しみ
あ
り
三
悪 あ
くの
火 く
わ坑 か
うに
堕 お
ちい
り
な
ば
千 ち
度 た
び悔 く
ゆと
も
及 およ
ぶま
じ
過 す
ぎし
月 つ
き日 ひ
の
か
へ
ら
ね
ば
唯 た
ゞ
行 ゆ
く末 す
ゑぞ
近 ち
かづ
き
ぬ
老 ら
う少 せ
う不 ふ
定 ぢや
うの
世 よ
に
す
み
て
後 ご
日 に
ちの
事 こ
とを
期 ご
す
べ
き
や
頓 と
ん死 し
全 まつ
たく
わ
か
き
を
」
02オゑ
ら
ば
ず
重 ぢ
う
病 びや
う
老 お
い
を
ま
つ
事
な
し
有
う
為 ゐ
轉 て
ん
変 べ
ん
の
境 さ
か
ひに
は
き
の
ふ
開 ひ
ら
け
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し
栄 え
い花 ぐ
わも
今 け
朝 さ
は
ち
り
無 む
常 じや
う遷 せ
ん流 る
の
身 み
な
れ
ば
こ
よ
ひ
む
す
び
し
命 め
い露 ろ
も
暁 あか
つ
きま
た
ず
消 き
えや
せ
ん
静 しづ
かに
思 お
もひ
見 み
る
に
実 げ
にあ
や
う
き
娑 し
や婆 ば
な
り
け
り
此 こ
の世 よ
の
は
か
な
き
を
見
て
厭 い
と
は
ざ
る
は
迷 ま
よ
へ
る
な
り
後 ご
生 しや
う
の
苦 くる
しみ
を
聞 き
ひ
て
勤 つ
と
め
ざ
る
は
愚 をろ
かな
り
と
い
ひ
つ
べ
し
後 の
ちの
世 よ
も
我 わ
が身 み
な
る
べ
き
を
何 な
にと
も
な
ら
ば
な
れ
と
捨 す
て置 お
くべ
き
こ
と
か
は
此 こ
の理 り
を
明 あ
き
ら
め
て
早 は
や
く
菩 ぼ
提 だ
い
の
道 み
ち
に
い
り
」
02ウこ
の
事 こ
と
を
思
惟 ゆ
い
し
て
速 すみ
や
かに
佛 ぶ
つ
教 け
う
を
求 も
と
む
べ
し
問
て
い
は
く
実 げ
に
も
受 う
け
が
た
き
人
身
既 す
で
に
う
け

あ
ひ
難 が
た
き
佛 ぶ
つ
法 ほ
う
幸 さい
は
ひ
に
あ
へ
り
眼 まな
こに
さ
へ
ぎ
る
無 む
常 じや
うの
世 よ
を
厭 い
とは
ず
し
て
あ
り
な
ん
や
速 すみ
や
かに
勤 つ
とめ
行 おこ
なひ
て
輪 り
ん廻 ゑ
の
郷 さ
とを
離 は
なれ
ん
と
思 お
もふ
然 し
かる
に
佛
法
廣 ひ
ろく
し
て
教 け
う門 も
ん旨 む
ね深 ふ
かし
何 い
づれ
の
法 ほ
うを
勤 つ
とめ
て
か
我 わ
れ等 ら
定 さ
だ
め
て
生 しや
う死 じ
流 る
轉 て
んを
ま
ぬ
か
る
べ
き
答
て
云
衆 し
ゆ
生 じや
うの
機 き
根 こ
んに
随 した
がひ
て
仏 ほと
けの
お
し
へ
ま
ち

な
り
如 に
よ
説 せ
つ
に
修 し
ゆ
行 ぎや
う
せ
ば
顕 け
ん
密 み
つ
の
法 ほ
う
み
な
聖 し
や
う
道 だ
う
を
悟 さ
と
る
べ
く
漸 ぜ
ん
頓 と
ん
」
03オの
教 け
う
同 お
なじ
く
生 しや
う死 じ
を
離 は
なる
べ
し
然 し
かり
と
雖 いへ
ども
釋 しや
く尊 そ
ん
出 しゆ
つ世 せ
の
済 さ
い度 ど
に
も
れ
て
五 ご
濁 ぢよ
く悪 あ
く世 せ
の
末 す
ゑ
に
生 う
ま
れ
し
我 わ
れ
等 ら
は
機
き
根 こ
ん
も
に
ぶ
く
し
て
罪 ざ
い
障 しや
う
ま
た
深 ふ
か
し
自 じ
力 り
き
聖 しや
う
道 だ
う
の
行 ぎや
うは
企 くは
だ
て
及 およ
ぶべ
か
ら
ず
た
と
ひ
結 け
ち縁 ゑ
ん下 げ
種 し
ゆの
善 ぜ
ん根 ご
んは
あ
る
べ
く
も
證 しよ
う悟 ご
何 い
づれ
の
世 よ
ぞ
や
父 ち
ゝを
わ
す
れ
て
貧 ひ
ん里 り
に
ま
よ
ひ
珠 た
まを
か
け
て
塵 ぢ
ん劫 ご
うを
送 お
くり
な
は
三 さ
ん界 が
ひの
昇 しや
う沈 ち
ん其 そ
の
苦 くる
し
み
い
く
ば
く
ぞ
や
さ
れ
ば
偏 ひと
へに
他 た
力 り
き
浄 じや
う土 ど
の
得 と
く度 ど
を
期 ご
し
往 わ
う
生 じや
う極 ご
く楽 ら
くを
願 ね
がふ
べ
し
安 あ
ん
楽 ら
く
集 し
ふ
に
曰 い
は
く
末 ま
つ
法 ほ
う
の
衆 し
ゆ
生 じや
う
信 し
ん
を
立 た
て
行 ぎや
う
」
03ウを
起 お
こ
す
と
も
一
人
も
う
る
者
あ
ら
じ
唯 た
ゞ
浄 じや
う
土 ど
の
一
門
の
み
あ
り
て
通 つ
う
入 よ
う
す
べ
き
道 み
ち
な
り
と
今 い
ま
は
唯 た
ゞ
浄 じや
う
土 ど
の
門 も
ん
に
入 い
り
て
往 わ
う
生 じや
う
を
願 ね
が
ひ
給 た
ま
へ
問
て
曰
極 ご
く
楽 ら
く
往 わ
う
生 じや
う
は
目
め
出 で
度 た
き
果 く
わ
報 ほ
う
な
り
位 く
ら
ひ
高 た
か
き
菩
ぼ

さ
つ
な
ら
で
は
か
な
ひ
が
た
し
と
聞 き
けり
罪 ざ
い悪 あ
く深 じ
ん重 ぢ
うの
我 わ
れ等 ら
い
か
で
か
た
や
す
く
生 む
まる
べ
き
答
て
云
自 じ
力 り
きを
以 もつ
て報 ほ
う土 ど
の
往 わ
う
生 じや
うは
実 げ
にた
や
す
か
ら
じ
今
は
他 た
力 り
き往
生
を
勧 すゝ
むる
な
り
問
て
去
さ
ら
ば
他 た
力 り
き
の
い
は
れ
具 つぶ
さに
示 し
め
し
給
へ
答
」
04オて
云
無 む
量 りや
う
寿 じ
ゆ
経 きや
う
に
説 と
き
給
へ
る
意 こ
ゝ
ろは
久 く
遠 を
ん
劫 ご
う
の
む
か
し
法 ほ
う
蔵 ざ
う
菩 ぼ

さ
つ
と
て
ま
し
ま
せ
り
濟 さ
い
度 ど
衆 し
ゆ
生 じや
う
の
慈
悲
よ
り
六 ろ
く
道 だ
う
の
輪 り
ん
廻 ゑ
を
あ
は
れ
と
見 み
給
ひ
て
助 た
す
け
ば
や
と
覚 お
ぼ
せ
ど
も
衆
生
の
罪 ざ
い
障 しや
う
重 を
も
き
の
み
な
ら
ず
戒 か
い
定 ぢや
う
慧 ゑ
の
勤 つ
と
め
に
物 も
の
う
く
し
て
い
よ
い
よ
三 さ
ん
途 づ
の
業 ご
う
を
造 つ
く
り
そ
ふ
か
く
て
は
所 し
よ
詮 せ
ん
衆
生
自 じ
力 り
きを
以 もつ
て流 る
転 て
んを
は
な
れ
ん
こ
と
多 た
生 しや
うに
も
か
な
ふ
ま
じ
さ
れ
ば
と
て
捨 す
て置 を
きな
ば
苦
く
海 か
い
の
波 な
み
に
漂 た
ゞ
よひ
て
苦
く
悩 の
ふ
止 や
む
時 と
き
な
か
る
べ
し
と
大 だ
い
慈 じ
大 だ
い
悲 ひ
の
御 を
ん
心 こゝ
ろ
」
04ウよ
り
肝 か
ん
膽 た
ん
を
五 ご
却 こ
ふに
砕 く
だき
て
思 し
惟 ゆ
い
成 じや
う就 じ
ゆま
し

け
れ
ば
世 せ
自 じ
在 ざ
い王 わ
う如 に
よ来 ら
いと
申
佛 ほと
けの
御 お
前 ま
へに
て
其 そ
の
趣 をも
む
きを
の
べ
誓 せ
い
願 ぐわ
んを
立 た
て給 た
まへ
り
衆 し
ゆ
生 じや
うの
為 た
めに
い
た
ら
ぬ
事 こ
とな
く
御 ご
工 く
夫 ふ
うあ
り
て
四
十
八
の
大 た
い
願 ぐわ
んを
起 を
こし
給
へ
り
一 い
ち一
の
誓 せ
い
願 ぐわ
ん我 わ
れ等 ら
が
為 た
めな
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
其 そ
の
中 な
か
尤 もつ
と
も
頼 た
の
も
し
き
は
第 だ
い
十
八
の
願 ぐわ
ん
に
我 わ
れ
佛 ほと
け
と
な
り
た
ら
ん
時 と
き
十 じ
つ
方 は
う
の
衆 し
ゆ
生 じや
う
極 ご
く
楽 ら
く
に
生 う
ま
れ
ん
と
願 ね
が
ひ
て
南
無
阿
弥
陀
佛
と
申
者 も
の
は
必 かな
らず
生 う
ま
れ
し
め
ん
も
し
此 こ
の
願 ぐわ
ん
か
な
ふ
ま
じ
く
ば
た
と
ひ
菩 ぼ

さ
つ
の
行 ぎ
や
うは
成 じや
う
就 じ
ゆ
す
る
」
05オと
も
衆 し
ゆ
生 じや
う
を
捨 す
て
て
我 わ
れ
獨 ひ
と
り
仏 ほと
けに
は
な
ら
じ
と
誓 せ
い
願 ぐわ
んし
給
ひ
兆 て
う載 さ
い永 ゑ
う劫 ご
ふの
間 あい
だ無 む
量 りや
うの
功 く
徳 ど
くを
つ
み
あ
ら
ゆ
る
難 な
ん
行 ぎや
う苦 く
行 ぎや
うを
も
衆
生
の
為 た
めに
た
へ
忍 し
のび
て
遂 つ
ひに
萬 ま
ん全 ぜ
ん萬 ま
ん
行 ぎや
う圓 ゑ
ん満 ま
んし
正 しや
う覚 が
くの
悟 さ
とり
を
開 ひ
らき
て
阿
弥
陀
佛
と
号 が
うし
奉
り
極 ご
く楽 ら
くの
主 ある
じと
な
り
給
へ
り
し
か
し
よ
り
こ
の
か
た
十 じ
つ却 こ
ふの
星 せ
い霜 さ
うを
経 へ
て
衆 し
ゆ
生 じや
うを
引 い
ん接 ざ
ふま
し
ま
せ
り
さ
れ
ば
最 さ
い初 し
よ本 ほ
ん
願 ぐわ
んの
御
約 や
く束 そ
くに
違 た
が
は
ず
念 ね
ん
佛 ぶ
つ
申
者 も
の
は
極 ご
く
楽 ら
く
に
生 う
ま
れ
ん
と
疑 う
た
がふ
べ
か
ら
ず
も
し
生 う
ま
れ
ず
ば
仏 ほ
と
けに
」
05ウな
ら
じ
と
誓 ち
か
ひ
て
今 い
ま
現 げ
ん
に
成 じ
や
う
仏 ぶ
つ
ま
し
ま
せ
ば
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
の
約 や
く
束 そ
く
相 さ
う
違 い
い
な
く
往 わ
う
生 じや
う
す
る
い
は
れ
明
あ
き
ら
かな
り
此 こ
れ
に
よ
り
て
我 わ
れ
等 ら
が
身 み
の
よ
し
あ
し
は
と
も
あ
れ
御
約 や
く
束 そ
く
に
違 た
が
は
ず
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
し
て
佛 ほ
と
けに
任 ま
か
せ
奉 たて
ま
つり
な
ば
往 わ
う
生 じや
う
を
遂 と
げ
し
め
給 た
ま
ふ
事
は
ひ
た
す
ら
仏 ほ
と
けの
御
力 ち
か
ら
に
あ
り
さ
し
も
つ
た
な
き
我 わ
れ等 ら
念 ね
ん
佛 ほと
け計 は
かり
に
て
目 め
出 で
度 た
き
浄 じや
う土 ど
の
果 く
わ報 ほ
うを
受 う
けん
こ
と
は
お
ほ
け
な
き
に
似 に
た
れ
ど
も
佛 ほと
けの
御
力
に
て
生 う
まれ
ん
に
は
何 な
にの
危 あや
うき
事 こ
とか
あ
ら
ん
喩 た
と
へ
ば
蒼 あ
を
蝿 ば
い
の
少 ちひ
さき
羽 は
ね
に
て
は
幾 い
く
程 ほ
ど
飛 と
び
得 う
べ
き
」
06オに
も
あ
ら
ね
ど
足 あ
し
つ
よ
き
馬 む
ま
の
尾 お
に
と
り
つ
き
ぬ
れ
ば
千 せ
ん
里 り
の
道 み
ち
を
も
行 ゆ
く
べ
き
が
如 ご
と
く
我 わ
れ
等 ら
は
か
ひ
な
き
心 し
ん
行 ぎや
う
な
れ
ど
も
仏 ほと
けの
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
力 り
き
の
つ
よ
き
に
よ
り
て
極 ご
く
楽 ら
く
に
は
生 う
ま
る
ゝ
な
り
か
ゝ
る
を
他 た
力 り
き
往 わ
う
生 じや
う
と
は
申
な
り
問
て
云
実 げ
に
他 た
力 り
き
に
よ
ら
ば
た
や
す
く
後 ご
世 せ
を
助 たす
かり
ぬ
べ
し
其
他 た
力 り
きに
乗 じや
うず
る
に
は
い
か
に
勤 つ
とめ
行 おこ
なひ
て
か
本
願
に
は
か
な
ひ
侍 は
べら
ん
答
て
云
既 す
でに
本
願
に
往 わ
う
生 じや
うを
志 こゝ
ろ
ざし
て
念 ね
ん仏 ぶ
つす
る
者 も
のを
生 う
まれ
し
め
ん
と
の
給
へ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱 と
な
へ
な
ば
決 け
つ
定 ぢや
う
し
て
彼 か
の
国 く
に
に
」
06ウ迎 む
か
へ
給
ふ
べ
し
伹 た
ゞ
し
餘
よ
の
行 ぎや
うも
ね
ん
ご
ろ
に
回
ゑ
向 か
う
せ
ば
往 わ
う
生 じや
うの
行 ぎや
うに
は
な
る
べ
き
な
れ
ど
も
弥
陀
の
本 ほ
ん
願 ぐわ
んに
あ
ら
ず
し
て
と
り

の
利 り
益 や
くま
じ
り
け
り
戒 か
い
定 ぢや
う慧 ゑ
の
貴 たつ
とき
法 ほ
うに
て
も
往 わ
う
生 しや
う極 ご
く楽 ら
くの
道 み
ちに
う
と
け
れ
ば
疎 そ
雜 ざ
ふ
の
行 ぎや
うと
て
閣 さ
し
をく
な
り
千 せ
ん
人 に
ん
の
中 な
か
三
人
五
人
は
雜 ざ
ふ
行 ぎや
う
に
て
も
生 う
ま
る
べ
き
な
れ
ど
も
専 せ
ん
修 じ
ゆ
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
の
百
人
は
百
人
な
が
ら
生 う
ま
るる
に
は
く
ら
ぶ
べ
き
に
も
あ
ら
ね
ば
今 い
ま
は
唯 た
ゞ
佛 ほと
け
の
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
に
任 ま
か
せ
て
決 け
つ
定 ぢや
う
往 わ
う
生 じや
う
の
念
仏
を
修 し
ゆ
す
べ
き
な
り
圓 ゑ
ん
光 くわ
う
」
07オ大 だ
い
師 し
も
唯 た
ゞ
有珠善光寺関係資料
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往 わ
う
生 じや
う
極 ご
く
楽 ら
く
の
為 た
め
に
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
疑 うた
がひ
な
く
往
生
す
る
ぞ
と
思 お
も
ひ
と
り
で
申
外 ほ
かに
別 べ
つの
仔 し
細 さ
い候
は
ず
と
仰 あふ
せら
れ
た
り
と
て
も
自 じ
力 り
きに
て
か
な
は
ぬ
往
生
な
れ
ば
身 み
持 も
ち
に
て
も
定 さ
だ
む
べ
か
ら
ず
心 こゝ
ろ
持 も
ち
に
て
も
定 さ
だ
む
べ
か
ら
ず
唯 た
ゞ
本
願
約
束
の
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
ぞ
決 け
つ
定 ぢや
う
往 わ
う
生 じや
う
す
べ
き
な
り
凡 を
よ
そ
極 ご
く
楽 ら
く
に
生 う
ま
れ
ん
と
願 ね
が
ふ
者 も
の
彼 か
の
仏 ほと
けの
本
願
に
順 じゆ
んじ
な
ば
往 わ
う
生 じや
うを
遂 と
げん
こ
と
定 さだ
まれ
る
道 だ
う理 り
に
あ
ら
ず
や
此 こ
の外 ほ
かに
奥 お
くふ
か
き
勤 つと
めを
加 くは
へよ
と
も
の
給
は
ず
別 べ
つ
の
仔 し
細 さ
い
」
07ウあ
り
と
も
仰 あふ
せら
れ
ね
ば
と
か
く
の
う
ら
思 お
も
ひ
な
く
真
ま
心 ごゝ
ろ
に
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
し
て
萬 よろ
づは
佛 ほ
と
けに
任 ま
か
せ
奉 たて
ま
つる
べ
し
さ
し
も
我 わ
れ
等 ら
を
往 わ
う
生 じや
う
さ
せ
ん
と
て
心 こゝ
ろを
五 ご
劫 こ
ふの
思 し
惟 ゆ
いに
つ
く
し
身 み
を
兆 て
う載 さ
いの
修 し
ゆ
行 ぎや
うに
く
だ
き
て
成 じや
う就 じ
ゆし
給
へ
る
本
願
の
念
仏
な
れ
ば
十 じ
つ
聲 しや
う
一 い
つ
聲 しや
う
も
捨 す
て
給
は
ず
と
心 し
ん
腑 ふ
に
落 ら
く
着 ぢや
く
し
て
一 い
つ
向 か
う
に
念
佛
し
給
へ
問
て
い
は
く
念
仏
は
幾 い
く遍 へ
ん計 ば
かり
申
て
決 け
つ
定 ぢや
う往 わ
う
生 じや
うす
べ
き
や
答
て
い
は
く
善 ぜ
ん
導 だ
う
大 だ
い
師 し
上 じや
う
盡 じ
ん
一 い
ち
形 ぎや
う
下 げ
至 し
十 じ
つ
聲 しや
う
一 い
つ
聲 しや
う
等 と
う
定 ぢや
う
得 と
く
往 わ
う
生 じや
う
と
釈 しや
くし
給
ひ
て
往 わ
う
生 じや
う
を
」
08オ願 ね
が
ひ
て
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
申
始 は
じ
む
る
よ
り
臨 り
ん
終 じゆ
う
の
十
と
聲 こ
へ
一 ひ
と
聲 こ
へ
ま
で
も
必 か
な
らず
往 わ
う
生 じや
う
を
得
う
べ
し
と
な
り
日 に
ち
々
の
称 し
や
う
名 みや
う
は
一
万
以
い
上 じや
う
十
万
返 べ
ん
ま
で
勧 す
ゝ
め
給
へ
り
我 わ
が
分 ぶ
ん
に
應 お
ほ
じ
て
唱 とな
ふべ
し
一
万
返 べ
ん
も
か
な
は
ぬ
人
は
千
返
百
返
づ
ゝ
も
申
べ
し
一 い
つ
生 しや
う
日 に
ち
課 く
わ
相 さ
う
続 ぞ
く
せ
ば
み
な
往 わ
う
う
生 じや
う
を
遂 と
げ
つ
べ
し
念
仏
多 お
ほ
け
れ
ば
極 ご
く
楽 ら
く
の
上 じ
や
う
品 ぼ
ん
に
生 う
ま
れ
少 す
く
なけ
れ
ば
下
げ
品 ぼ
ん
に
生 う
ま
る
と
見 み
へ
た
り
諸 し
よ
佛 ぶ
つ
の
国 く
に
に
も
こ
ゑ
し
浄 じや
う
土 ど
な
れ
ば
栄 ゑ
い
花 ぐ
わ
の
程 ほ
ど
は
下 げ
品 ぼ
ん
に
て
も
た
り
ぬ
べ
け
れ
ど
も
速 すみ
や
かに
智
ち
行 ぎや
う
圓 ゑ
ん
満 ま
ん
し
て
六 ろ
く
道 だ
う
の
衆 し
ゆ
生 じや
う
を
導 みち
び
かん
が
」
08ウ為 た
め
に
は
上
品
を
期 ご
す
べ
き
な
り
か
り
の
世 よ
の
棲 す
ま居 ゐ
だ
に
貴 たつ
とき
を
う
ら
や
み
冨 と
める
を
願 ねが
ふに
あ
ら
ず
や
ま
し
て
限 か
ぎ
り
な
き
當 た
う
來 ら
い
の
果 く
わ
報 ほ
う
な
れ
ば
願
ひ
を
上
品
に
あ
て
ゝ
心 し
ん
行 ぎや
う
を
は
げ
む
べ
し
問
て
云
経 き
や
う
文 も
ん
に
歓 く
わ
ん
喜 ぎ
一
念
と
あ
れ
ば
他
た
力 り
き
の
往 わ
う
生 じや
う
は
一 い
ち
念 ね
ん
に
た
れ
り
念 ね
ん
佛 ぶ
つ
多 おほ
く
申
は
自 じ
力 り
き
な
り
と
い
ふ
は
い
か
に
答
て
云
夫 そ
れ
は
大
な
る
僻 ひ
が
事 こ
と
な
り
経
文
に
乃 な
い至 し
一
念
十
念
と
説 と
きて
乃 な
い至 し
と
は
念
仏
申
そ
め
て
よ
り
一
生
の
終 を
はり
に
い
た
る
ま
で
唱 とな
ふ
る
な
り
」
09オ一
念
十
念
と
は
臨 り
ん
終 じゆ
う
に
始 はじ
めて
念
仏
に
い
り
一
聲
十
聲
に
て
終 を
は
る
者
ま
で
必 かな
らず
迎 む
か
へ
給
ふ
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
の
不
思 し
議 ぎ
を
あ
ら
は
す
る
な
り
此
故
に
善 ぜ
ん
導 だ
う
大 だ
い
師 し
は
一 い
つ
發 ほ
つ心 し
ん以 い
後 ご
誓 せ
い畢 ひ
つ此 し
生 しや
う無 む
有 う
退 た
い轉 て
ん唯 ゆ
い以 い
浄 じや
う土 ど
居 い
期 ご
と
の
給
ひ
て
念
佛
門
に
入 い
りて
よ
り
往 わ
う
生 じや
う
す
る
ま
で
唱 と
な
へ
よ
と
な
り
平 へ
い
生 ぜ
い
の
一
念
に
事 こ
と
た
れ
り
と
は
仏 ぶ
つ
祖 そ
の
教 をし
へに
あ
ら
ず
既 す
で
に
経 きや
う
釈 しや
く
に
背 そむ
ける
上
は
信 し
ん
用 よ
う
す
る
に
た
ら
ざ
る
を
や
さ
れ
ば
一
念
十
念
も
決 け
つ
定 ぢや
う
往 わ
う
生 じや
う
す
と
信 し
ん
じ
と
り
て
多 た
念 ね
ん
相 さ
う
續 ぞ
く
す
べ
し
一
念
尚 な
を
生 う
ま
る
況 いは
んや
多
念
を
や
」
09ウと
い
と
頼 た
の
も
し
又
自 じ
力 り
き
他 た
力 り
き
と
は
論 ろ
ん
註 ちや
う
の
意 こゝ
ろは
娑 し
婆 ば
に
あ
り
て
自 じ
の
三 さ
ん
學 が
く
の
力 ちか
らを
は
げ
み
聖 し
や
う
道 だ
う
の
悟 さ
と
り
を
開 ひ
ら
く
を
自
じ
力 り
き
と
い
ひ
阿
弥
陀
だ
如 に
よ
来 ら
い
の
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
に
乗 じ
や
うじ
浄 じ
や
う
土 ど
に
生 しや
うじ
て
成 じや
う仏 ぶ
つす
る
を
他
力 り
きと
い
ふ
な
り
今 い
ま
浄 じや
う土 ど
の
行 ぎや
う人 に
んは
自 じ
身 し
んの
三 さ
ん學 が
くな
け
れ
ば
佛 ほと
けの
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん念 ね
ん仏 ぶ
つを
以 もつ
て往 わ
う
生 じや
うを
願 ね
がふ
是 こ
れ
全 まつ
たく
他 た
力 り
きの
修 し
ゆ
行 ぎや
うな
り
何 な
んぞ
自 じ
力 り
きの
勤 つ
と
め
と
せ
ん
多 おほ
く
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
申
を
自 じ
力 り
き
と
い
ふ
は
い
ま
だ
自
力
他 た
力 り
き
の
訳 わ
け
を
し
ら
ぬ
な
り
其 そ
の
上 う
へ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
云 い
ふ
は
阿 あ
弥 み
陀 だ
佛 ぶ
つ
我 わ
れ
を
助 た
す
け
給 た
ま
へ
と
申
事 こ
と
な
り
さ
れ
ば
念 ね
ん
」
10オ
仏 ぶ
つ
多 おほ
く
申
は
く
り
返 か
へ
し
他 た
力 り
き
を
頼 た
の
む
な
り
一
念
に
事 こ
と
よ
せ
て
多 た
念 ね
ん
を
怠 おこ
たる
は
他 た
力 り
き
を
頼 た
のむ
心 こゝ
ろの
少 すく
なき
な
る
べ
し
左 さ
様 や
うの
ひ
が
事 こ
とに
ま
じ
ろ
ひ
で
後 ご
世 せ
の
大 だ
い事 じ
を
あ
や
ま
る
べ
か
ら
ず
信 し
ん
を
一
念
に
と
り
て
行 ぎや
うを
多 た
念 ね
ん
に
は
げ
め
と
こ
そ
圓 ゑ
ん
光 くわ
う
大 だ
い
師 し
は
示 し
め
し
給 た
ま
ひ
た
れ
ゆ
め

た
が
へ
る
教 を
し
へを
用 も
ち
ゆ
べ
か
ら
ず
問
て
い
は
く
念 ね
ん
佛 ぶ
つ
の
安 あ
ん
心 じ
ん
に
至
し
誠 じや
う心 し
ん深 じ
ん心 し
ん回 ゑ
向 か
う發 ほ
つ
願 ぐわ
ん心 し
んの
三 さ
ん心 じ
んあ
り
と
聞 き
けり
い
か
な
る
心 こゝ
ろに
侍 は
べら
ん
答
て
い
は
く
三
心
な
ど
い
へ
ば
仔 し
細 さ
い
あ
り
げ
に
聞 き
こ
ゆ
れ
ど
も
」
10ウ我
等
が
分 ぶ
ん
に
應 お
ゝ
じ
て
發 お
こ
し
給
へ
る
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
の
安 あ
ん
心 じ
ん
な
れ
ば
具 ぐ
し
難 が
た
き
心 こゝ
ろに
は
あ
ら
ず
但 た
ゞ
し
世 よ
に
は
こ
と
な
る
教 をし
へあ
り
て
や
す
き
安 あ
ん
心 じ
ん
も
難 か
た
き
や
う
に
勧 す
ゝ
め
な
し
往 わ
う
生 じや
う
の
信 し
ん
も
立 た
ち
難 が
た
け
れ
ば
大
す
が
た
を
能 よ
く々
心 こゝ
ろ得 え
て
願 ぐわ
ん
生 しや
うの
心
を
決 け
つ
定 ぢや
うす
べ
し
ま
づ
至 し
誠 じや
う心 し
んと
は
念 ね
ん佛 ぶ
つ申
心 こゝ
ろの
い
つ
は
り
な
き
な
り
深 じ
ん
心 し
ん
と
は
罪 ざ
い
悪 あ
く
の
身
み
な
れ
ど
も
弥 み
陀 だ
の
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
に
乗 じ
や
うじ
て
決 け
つ
定 ぢや
う
往 わ
う
生 じや
う
す
る
ぞ
と
深 ふ
か
く
信 し
ん
ず
る
な
り
回 ゑ
向 か
う
發 ほ
つ
願 ぐわ
ん
心 し
ん
と
は
此
念
仏
を
以 も
つ
て
極 ご
く
楽 ら
く
に
生
れ
ん
と
願 ね
が
ふ
な
り
詮 せ
ん
ず
る
」
11オ所 とこ
ろ
三 さ
ん
心 じ
ん
と
は
本
願
を
頼 た
の
む
心
な
れ
ば
佛 ほと
け
助 た
す
け
給
へ
と
思
ふ
心 こ
ゝ
ろだ
に
あ
れ
ば
三
心
は
自 をの
づ
から
そ
の
中
に
お
さ
ま
る
な
り
其 そ
の故 ゆ
へは
罪 つ
み
多 おほ
き身 み
の
あ
さ
ま
し
け
れ
ば
佛 ほと
けな
ら
で
は
い
か
で
と
お
ぼ
ゆ
る
に
つ
け
て
こ
そ
た
す
け
給
へ
と
も
お
も
は
る
れ
ば
深 じ
ん心 し
んも
こ
れ
に
こ
も
れ
り
そ
の
助 た
すけ
給
へ
と
お
も
ふ
心
に
は
露 つ
ゆの
い
つ
は
り
も
な
き
ぞ
か
し
そ
れ
を
こ
そ
至 し
誠 じや
う
心 し
ん
と
も
申
せ
こ
の
た
す
け
給
へ
と
思
ふ
は
即 す
な
はち
回 ゑ
向 か
う發 ほ
つ
願 ぐわ
ん心 し
んに
て
侍 は
べる
な
り
愚 をろ
かに
つ
た
な
き
身 み
は
本
願
の
く
わ
し
き
事 こ
とも
思
ひ
わ
か
ず
」
11ウ戒 か
い
定 ぢや
う
慧 ゑ
の
と
る
所 と
こ
ろも
な
く
貪 と
ん
瞋 じ
ん
癡 ち
の
あ
や
ま
り
の
み
多 お
ゝ
く
し
て
思
ひ
と
思
ふ
こ
と
は
後 の
ち
の
身 み
の
あ
た
な
し
と
な
す
事 こ
と
は
此 こ
の
世 よ
の
営 いと
なみ
名 みや
う
利 り
の
方 か
た
に
は
寝 し
ん
食 しよ
く
も
尚 な
を
わ
す
れ
菩 ぼ
提 だ
い
の
道 み
ち
に
は
起 た
ち
居 ゐ
み
な
わ
づ
ら
は
し
か
ゝ
る
あ
さ
ま
し
さ
に
つ
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け
て
も
佛 ほと
けな
ら
で
は
後 の
ちの
世 よ
を
い
か
に
と
思
ふ
に
は
を
の
づ
か
ら
助 た
すけ
給
へ
と
は
思
は
れ
ぬ
べ
し
其 そ
の助 た
すけ
給
へ
と
思
ふ
は
即 すな
はち
三 さ
ん心 じ
んな
れ
ば
身 み
の
程 ほ
どに
應 お
うじ
て
起 を
こり
や
す
き
心 こゝ
ろな
り
圓 ゑ
ん
光 くわ
う
大 だ
い
師 し
は
三
心
も
ふ
さ
ね
て
い
へ
ば
一 ひ
と
つの
願 ぐ
わ
ん
心 し
んな
り
と
も
示 し
めし
又
」
12オ
三 さ
ん心 じ
ん四 し
修 し
ゆは
み
な
決 け
つ
定 ぢや
うし
て
南
無
阿
弥
陀
佛
に
て
往 わ
う
生 じや
うす
る
ぞ
と
思
ふ
内 う
ちに
こ
も
る
と
も
の
給
へ
り
さ
れ
ば
い
か
な
る
罪 つ
み
ふ
か
き
身 み
も
此
念
仏
に
て
決 け
つ
定 ぢや
う
往
生
す
と
思
ひ
と
り
て
申
居 ゐ
た
る
を
三 さ
ん心 じ
ん具 ぐ
足 そ
くの
念
仏
と
は
云 い
ふな
り
さ
ら
に
異 こ
とな
る
仔 し
細 さ
いな
し
但 た
ゞし
罪 つ
みあ
る
を
も
助 た
すけ
給
へ
ば
と
て
ほ
し
ひ
ま
ゝ
に
つ
み
造 つ
くる
べ
き
に
あ
ら
ず
諸 し
よ悪 あ
く
莫 ま
く
作 さ
衆 し
ゆ
善 ぜ
ん
奉 ぶ
行 ぎや
う
は
諸 し
よ
佛 ぶ
つ
の
通 つ
う
戒 か
い
に
て
侍 は
べ
る
な
り
す
べ
て
罪 つ
み
を
か
へ
り
見 み
ぬ
者 も
の
は
身 み
の
わ
ろ
き
事
を
し
ら
ず
身 み
の
わ
ろ
き
事 こ
と
」
12ウを
わ
す
れ
ぬ
れ
ば
又
た
す
け
給
へ
と
お
も
ふ
心 こゝ
ろも
な
し
た
す
け
給 た
まへ
と
思 お
もふ
心 こゝ
ろを
す
ゝ
め
ん
た
め
に
も
こ
と
に
罪 ざ
い業 ご
ふを
恐 お
そる
べ
き
な
り
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
に
ほ
こ
り
て
つ
み
を
心 こゝ
ろや
す
く
お
も
ふ
人
は
は
じ
め
は
信 し
ん
心 じ
ん
の
あ
る
に
に
た
り
と
も
の
ち
に
は
た
す
け
給
へ
の
心 こゝ
ろも
な
く
な
る
べ
し
能 よ
く々
用 よ
う意 い
あ
る
べ
き
事 こ
と
を
や
お
ほ
る
と
佛 ぶ
つ
法 ほ
う
修 し
ゆ
業 ぎや
う
は
心 こ
ゝ
ろを
先 さ
き
と
す
る
こ
と
な
る
に
今 い
ま
往 わ
う
生 じや
う
極 ご
く
楽 ら
く
の
心 こゝ
ろつ
か
ひ
も
し
深 ふ
かき
仔 し
細 さ
いあ
ら
ば
つ
た
な
き
我 わ
れ等 ら
は
發 お
こし
難 が
たか
る
べ
き
を
本 ほ
ん
願 ぐわ
んに
か
そ
へ
ら
れ
た
る
安 あ
ん
心 し
ん
は
助 た
す
け
給
へ
と
思 お
も
ふ
計 ば
か
」
13オり
の
心 こゝ
ろに
て
さ
し
も
は
な
れ
が
た
き
輪 り
ん
廻 ゑ
の
里 さ
と
を
離 は
な
れ
生 う
ま
れ
難 が
た
き
浄 じ
や
う
土 ど
に
往 わ
う
生 じや
う
せ
ん
こ
と
実 げ
に
多 た
生 しや
う
の
大 た
い
慶 け
い
な
り
と
悲
ひ
喜 き
こ
も

に
ぞ
侍 は
べる
問
て
い
は
く
念 ね
ん佛 ぶ
つは
い
か
な
る
時 と
きも
處 とこ
ろも
き
ら
は
ず
申
べ
し
や
必 かな
らず
佛 ほと
けに
向 む
かひ
奉 たて
ま
つる
に
や
答
て
い
は
く
凡 を
よそ
念 ね
ん佛 ぶ
つ申
に
平
生
行 ぎや
う儀 ぎ
別 べ
つ時 じ
行
を
臨 り
ん
終 じゆ
う
行 ぎや
う儀 ぎ
と
い
ふ
こ
と
あ
り
み
な
往 わ
う
生 じや
うの
業 ご
ふに
た
れ
り
平 へ
い生 ぜ
いの
念 ね
ん仏 ぶ
つは
時 と
き
處 とこ
ろ
を
問 と
は
ず
浄 じや
う不 ふ
浄 じや
うを
ゑ
ら
ば
ず
多 た
念 ね
ん相 さ
う續 ぞ
くす
る
を
専 せ
ん一 い
ちと
す
べ
し
世 よ
わ
た
る
わ
ざ
の
し
げ
」
13ウき
人 ひ
と
下 げ
根 こ
ん
の
輩
と
も
が
らな
ど
は
此 こ
の
條 で
う
こ
そ
つ
と
め
易 や
す
く
し
て
分 ぶ
ん
に
應 お
う
じ
た
れ
萬 ば
ん
機 き
普 ふ
益 や
く
の
行 ぎや
うは
平 へ
い
生 ぜ
い
行 ぎや
う
儀 ぎ
ぞ
要 え
う
な
る
べ
け
れ
別 べ
つ
時 じ
と
は
も
し
は
一
日
に
も
あ
れ
も
し
は
七
日
に
も
あ
れ
餘 よ
事 じ
を
閣 さし
をき
念 ね
ん
佛 ぶ
つ
す
る
な
り
其 そ
の
時 と
き
は
佛 ほと
け
に
向 む
か
ひ
奉
た
て
ま
つり
香 か
う
花 け
供 く
物 も
つ
を
も
さ
ゝ
げ
身 み
を
も
心 こ
ゝ
ろを
も
清 し
や
う
浄 じや
う
に
し
て
勤 つ
と
む
べ
し
か
な
は
ぬ
者 も
の
こ
そ
あ
れ
志
こ
ゝ
ろ
ざ
しあ
ら
ん
人 ひ
と
は
家 か
業 げ
う
の
暇 いと
まを
計 は
か
ら
ひ
て
別 べ
つ
時 じ
の
念 ね
ん
佛 ぶ
つ
を
修 し
ゆ
し
信 し
ん
心 じ
ん
を
も
引 ひ
き
立 た
つ
べ
し
臨 り
ん
終 じゆ
うは
是 こ
れに
準 じゆ
んじ
て
行 ぎや
う儀 ぎ
を
調 とゝ
のへ
来
迎
を
ま
ち
て
念 ね
ん佛 ぶ
つす
る
な
り
此 こ
の世 よ
に
執 し
ふ心 し
ん
と
あ
ら
ん
物 も
の
は
眷 け
ん
属 ぞ
く
よ
り
家 か
」
14オ財 ざ
い

ま
で
目 め
に
ふ
れ
ぬ
や
う
と
り
調 とゝ
のへ
知 ち
識 し
き
を
請 しや
うじ
て
十
念 ね
んを
う
け
浄 じや
う土 ど
の
快 け
楽 ら
くを
思 お
もひ
や
う
欣 ご
ん求 ぐ
の
心 こゝ
ろを
進 す
ゝめ
て
正 しや
う念 ね
んに
終 を
はり
を
と
ら
ん
と
計 は
か
ら
ふ
べ
し
臨 り
ん
終 じゆ
う
は
一 い
ち
期 ご
の
大 だ
い
事 じ
に
て
仕 し
な
を
す
べ
き
に
あ
ら
ね
ば
平 へ
い
生 ぜ
い
よ
り
用 よ
う
意 い
す
べ
き
こ
と
ぞ
か
し
況 いは
んや
無 む
常 じや
う
時 と
き
を
え
ら
ば
ね
ば
け
ふ
が
其 そ
の
日 ひ
に
あ
た
ら
ん
も
し
る
べ
か
ら
す
さ
れ
ば
日
々
の
念
佛
を
今 い
ま
ぞ
限 か
ぎ
り
と
思 お
も
ひ
は
げ
ま
す
こ
そ
臨 り
ん
終 じゆ
う用 よ
う心 じ
んの
肝 か
ん要 え
うに
て
は
あ
る
べ
け
れ
扨 さ
ても
佛 ほと
けは
い
か
に
し
て
申
念 ね
ん仏 ぶ
つを
も
往 わ
う
生 じや
うの
行 ぎや
う
に
承 う
け
と
り
給 た
ま
へ
ど
も
煩 ぼ
ん
悩 な
う
具 ぐ
足 そ
く
の
我 わ
れ
等 ら
を
」
14ウ無 む
為 ゐ
涅 ね
槃 は
ん
の
都 み
や
こに
迎 む
か
へ
給
ふ
御 お
ん
慈 じ
悲 ひ
を
思 お
もふ
に
は
別 べ
つ時 じ
は
さ
ら
な
り
平 へ
い生 ぜ
いと
て
も
心 こゝ
ろの
及 およ
ぶ程 ほ
どは
供 く
養 や
う恭 く
敬 ぎや
うを
盡 つ
くす
べ
し
夢 ゆ
め
ま
ぼ
ろ
し
の
現 げ
ん
世 ぜ
に
は
金 き
ん
銀 ぎ
ん
を
惜 お
し
ま
ず
衣 い
食 しよ
く
住 じゆ
う
を
営 い
と
なみ
長 な
が
き
後
ご
生 しや
う
の
勤 つ
と
め
を
ば
易 や
す
き
に
事 こ
と
よ
せ
て
麁 そ
略 りや
く
な
ら
ん
は
信 し
ん
心 じ
ん
の
薄 う
す
き
程 ほ
ど
も
あ
ら
わ
れ
て
佛 ほと
けの
照 せ
う
覧 ら
ん
も
い
と
恥 はづ
かし
か
ま
へ
て
心 こゝ
ろを
用 も
ちひ
給
へ
問
て
い
は
く
日 ひ
頃 ご
ろ念 ね
ん佛 ぶ
つの
功 こ
うつ
も
り
た
り
と
も
命 み
や
う
終 じゆ
う
に
臨 の
ぞ
み
て
病 びや
う
悩 な
う
も
つ
よ
く
死
し
苦 く
も
せ
ま
り
正 し
や
う
念 ね
ん
み
だ
」
15オれ
て
終 を
は
り
な
ば
年 ね
ん来 ら
いの
勤 つと
めも
か
い
な
き
か
如 ご
とく
後 の
ちの
世 よ
の
迷 ま
よひ
い
と
か
な
し
い
か
に
勤 つ
とめ
行 おこ
なひ
て
か
本 ほ
ん
意 ゐ
を
遂 と
げ
ん
答
て
い
は
く
心 こゝ
ろを
安 やす
んじ
給 た
ま
へ
仏 ほと
け
五 ご
劫 こ
ふ
の
思 し
惟 ゆ
ゐ
に
は
夫 そ
れ
ま
で
も
思 お
ぼ
し
よ
り
て
起 お
こ
し
給
へ
る
来
迎
の
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
な
り
ま
づ
第 だ
い
十
八
の
願 ぐわ
んに
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
す
る
者 も
の
を
生 う
ま
れ
し
め
ん
と
誓 ち
か
ひ
給 た
ま
ひ
て
十 じ
つ
方 は
う
の
衆 し
ゆ
生 じや
う
濟 さ
い
度 ど
の
方 は
う
便 べ
ん
は
ゆ
る
ぎ
な
く
か
ま
へ
あ
れ
ど
も
娑 し
や
婆 ば
の
魔
ま
境 きや
う
に
棲 す
め
る
か
な
し
さ
は
命 み
や
う
終 じゆ
う
の
時 と
き
に
臨 の
ぞ
み
苦
く
痛 つ
う
に
せ
ま
り
て
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
怠 をこ
たる
の
み
な
ら
ず
宿 しゆ
く業 ご
ふ競 き
そひ
起 を
こり
て
流 る
轉 て
んの
方 か
たへ
引 ひ
きお
と
さ
ん
と
す
折 お
りを
得 え
て
天 て
ん
魔 ま
さ
へ
障 さ
は
」
15ウり
を
な
し
て
正 しや
う
念 ね
ん
を
妨
さ
ま
た
ぐれ
ば
心 こゝ
ろも

て
ん
倒 だ
う
錯 しや
く
乱 ら
ん
し
て
既 す
で
に
三 さ
ん
途 づ
に
堕 お
ち
な
ん
と
す
あ
や
う
し
な
ど
は
い
ふ
も
さ
ら
な
る
に
仏 ほと
けは
始 は
じめ
よ
り
か
く
あ
ら
ん
と
思 お
ぼ
し
も
ふ
け
て
立 た
て
給 た
ま
へ
る
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
な
れ
ば
念 ね
ん
佛 ぶ
つ
の
行 ぎ
や
う
者 じ
や
今 い
ま
ぞ
臨 り
ん
終 じゆ
う
の
時 と
き
と
御
ご
覧 ら
ん
じ
て
あ
ら
か
じ
め
慈
じ
悲 ひ
を
以 もつ
て加 か
祐 い
うし
給
へ
ば
病 びや
う悩 な
うも
や
み
く
は
へ
た
す
く
死 し
苦 く
も
う
す
ろ
ぎ
て
正 し
や
う
念 ね
ん
明 あき
ら
か
に
な
り
ぬ
来 ら
い
迎 か
う
の
儀
ぎ
式 し
き
時 と
き
を
い
そ
ぎ
て
聖 し
や
う
衆 じ
ゆ
現 げ
ん
前 ぜ
ん
し
給
へ
ば
宿 しゆ
く
業 ご
ふ
力 ちか
ら
を
失 う
し
なひ
魔
ま
王 わ
う
跡 あ
と
を
け
す
耳 み
ゝ
に
涼 す
ゞ
し
き
法 ほ
う
音 お
ん
を
聞 き
く
眼 まな
こ
に
妙 た
へ
な
る
尊 そ
ん
容 よ
う
を
拝 は
い
し
妄 ま
う
執 し
ふ
雲 く
も
は
れ
て
浄 じや
う
土 ど
に
心 こゝ
ろす
ゝ
み
」
16オ十 じ
ふ
念 ね
ん
聲 こ
ゑ
す
み
て
観 くわ
ん
音 お
ん
の
蓮 れ
ん

だ
い
に
う
つ
ろ
ふ
か
ゝ
る
頼 た
の
も
し
き
来 ら
い
迎 か
う
の
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
あ
り
何 な
に
ぞ
臨 り
ん
命 みや
う
終 じゆ
う
を
あ
や
ぶ
ま
ん
さ
れ
ば
臨 り
ん
終 じゆ
うの
正 しや
う念 ね
んは
聖 しや
う衆 じ
ゆの
来 ら
い迎 か
うに
よ
り
聖 しや
う衆 じ
ゆの
来
迎
は
平 へ
い生 ぜ
いの
念 ね
ん仏 ぶ
つに
よ
る
事 こ
とぞ
と
心 こゝ
ろ
得 え
て
平 へ
い
生 ぜ
い
の
念
仏
を
く
り
返 か
へ
し
必 かな
らす
迎 む
か
へ
給 た
ま
へ
と
佛 ほと
けに
聞 き
こ
へ
置 を
き
給
へ
頼 た
の
も
し
き
有珠善光寺関係資料
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慈 じ
悲 ひ
の
父 ふ
母 ぼ
に
て
う
し
ろ
見 み
給
ふ
上 う
へは
臨 り
ん
終 じゆ
うの
正 しや
う念 ね
んも
佛 ほと
けの
力 ちか
らに
て
相 さ
う違 い
あ
る
べ
か
ら
ず
と
平 へ
い
生 ぜ
い
の
称 し
や
う
名 みや
う
も
い
と
ゞ
は
げ
ま
れ
ぬ
べ
く
こ
そ
問
て
い
は
く
浄 じ
や
う
土 ど
の
行 ぎや
う
人 に
ん
は
諸 し
よ
仏 ぶ
つ
を
念 ね
ん
じ
餘
よ
法 ほ
う
を
行 ぎや
う
」
16ウす
る
こ
と
は
あ
る
ま
じ
く
や
現 げ
ん
世 ぜ
の
祈 い
の
り
は
餘 よ
尊 そ
んへ
申
べ
し
や
答
て
い
は
く
経 きや
うに
一 い
つ向 か
う専 せ
ん念 ね
んと
説 と
き
釈 しや
くに
一
向
専 せ
ん
称 しや
うと
あ
れ
ば
極 ご
く
楽 ら
くを
願 ねが
ふ者 も
のは
餘 よ
尊 そ
ん餘 よ
法 ほ
うを
差 さ
し置 を
きて
念 ね
ん佛 ぶ
つ一
行 ぎや
うに
な
る
べ
き
な
り
是 こ
れ
全 まつ
たく
彼 か
の
佛 ほと
けの
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
な
る
故 ゆ
へ
な
り
本
願
の
念
仏
は
決 け
つ
定 ぢや
う
往 わ
う
生 じや
う
の
行 ぎ
や
うな
る
に
何 な
に
の
不
足 そ
く
あ
り
て
か
餘 よ
の
雑 ざ
ふ
業 ぎや
うを
修 し
ゆし
加 く
はへ
ん
餘 よ
行 ぎや
うを
修 し
ゆす
る
暇 いと
まあ
ら
ば
弥 いよ
正 しや
う
定 ぢや
う業 ご
ふの
念 ね
ん仏 ぶ
つを
勤 つ
と
む
べ
し
不
定 ぢ
や
う
往 わ
う
生 じや
う
の
雑 ざ
ふ
行 ぎや
う
を
加 く
は
へ
ん
こ
と
其 そ
の
詮 せ
ん
な
き
を
や
但 た
ゞ
し
我 わ
が
修 し
ゆ
せ
ぬ
餘 よ
尊 そ
ん
餘 よ
法 ほ
う
と
て
輕 か
ろ
し
め
そ
し
」
17オる
べ
か
ら
ず
大 お
ほ
ひ
な
る
罪 つ
み
を
う
る
こ
と
な
り
唯 た
ゞ
敬 うや
ま
つ
て
頼 た
のま
ぬ
ま
で
と
し
る
べ
し
餘 よ
行 ぎや
うを
さ
し
置 を
くこ
と
は
称 しや
う
名 みや
うの
暇 いと
まを
妨 さま
た
ぐれ
ば
な
り
念
仏
の
障 さ
は
り
に
な
ら
ぬ
善 ぜ
ん
根 ご
ん
は
値 ち
遇 ぐ
う
結 け
つ
縁 ゑ
ん
す
べ
し
又
厭 ゑ
ん
欣 ご
ん
の
行 ぎや
う
者 じ
や
は
現 げ
ん
世 ぜ
を
祈 い
の
る
様 や
う
な
し
但 た
ゞし
願 ぐわ
ん
生 しや
う念 ね
ん仏 ぶ
つの
人 ひ
とは
諸 し
よ仏 ぶ
つ諸 し
よ神 じ
んも
加 か
護 ご
し
給 た
まへ
ば
こ
と
さ
ら
祈 い
のら
ね
ど
も
を
の
づ
か
ら
除 じ
よ
災 さ
い
獲 ぎや
く
福 ふ
く
の
利 り
益 や
く
あ
り
是 こ
れ
を
不 ふ
求 ぐ
自 じ
得 と
く
の
益 や
く
と
い
ふ
凡 を
よ
そ
福 ふ
く
を
祈 い
の
る
は
罪 つ
み
を
止 や
む
る
に
し
か
ず
幸 さい
はひ
を
願 ね
が
ふ
は
善 ぜ
ん
を
修 し
ゆ
す
る
に
あ
る
べ
し
唯 た
ゞ
心 こゝ
ろ
に
慈 じ
悲 ひ
あ
り
て
身 み
に
よ
」
17ウこ
し
ま
の
行 をこ
なひ
な
く
他 た
力 り
き
の
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
を
仰 あ
を
ひ
で
一 ひ
と
筋 す
じ
に
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
せ
ば
弥 み
陀 だ
は
光 く
わ
う
明 みや
う
を
以 も
つ
て
摂 せ
つ
取 し
ゆ
し
諸 し
よ
佛 ぶ
つ
諸 し
よ
神 じ
ん
も
擁 よ
う
護 ご
の
手
て
を
た
れ
給 た
ま
ふ
べ
け
れ
ば
災 わ
ざ
はひ
も
轉 て
んじ
幸 さい
はひ
も
自 をの
づ
から
来 き
たる
べ
し
既 す
でに
地 ぢ
獄 ご
くに
堕 お
つべ
き
者 も
の臨 り
ん
終 じゆ
う十 じ
ふ念 ね
んの
刹 せ
つ那 な
に
極 ご
く楽 ら
くへ
迎 む
かへ
給
ふ
不 ふ
思 し
議 ぎ
の
利 り
益 や
くま
し
ま
す
阿 あ
弥 み
陀 だ
仏 ぶ
つな
れ
ば
幾 い
く程 ほ
どな
き
果 く
わ報 は
うを
あ
た
へ
給 た
ま
ふ
利 り
益 や
くな
か
ら
ん
や
も
し
定 ぢや
う業 ご
ふに
て
弥 み
陀 だ
の
御 お
ん
力 ちか
らに
も
か
な
は
ぬ
事 こ
とは
何 い
づれ
の
佛 ぶ
つ
神 じ
ん
の
力 ちか
らに
も
及 を
よ
ぶ
ま
じ
さ
れ
ば
何 な
に
事 こ
と
も
宿 しゆ
く
縁 ゑ
ん
に
任 ま
か
せ
て
専 せ
ん
心 し
ん
に
念 ね
ん
佛 ぶ
つ
し
仏 ぶ
つ
神 じ
ん
の
御 お
ん
計 は
か
ら
ひ
に
ま
か
せ
ん
」
18オこ
そ
心 こゝ
ろや
す
か
る
べ
け
れ
既 す
で
に
守 し
ゆ
護 ご
せ
ん
と
の
給 た
ま
ふ
上 う
へ
は
何 な
に
の
慮
お
も
ん
は
かり
か
あ
ら
ん
や
況 い
は
んや
厭 ゑ
ん
欣 ご
ん
の
行 ぎ
や
う
人 に
ん
は
冨 ふ
う
貴 き
を
見
み
る
事 こ
と
浮 ふ
雲 う
ん
の
如 ご
と
し
手
て
に
む
す
ぶ
水 み
づ
に
や
ど
れ
る
月 つ
き
影 か
げ
の
あ
る
か
な
き
か
の
世 よ
に
す
み
て
幾 い
く
程 ほ
ど
な
ら
ぬ
名 みや
う
聞 も
ん
利 り
養 や
う
い
の
ら
ず
と
も
あ
り
ぬ
べ
し
萬 よろ
づ
思 お
も
ひ
に
か
な
ふ
身 み
な
り
と
も
い
つ
ま
で
た
も
つ
命 いの
ちな
ら
ん
物 も
のの
心 こゝ
ろに
か
な
は
ぬ
に
つ
け
て
も
娑 し
や婆 ば
を
厭 い
とひ
極 ご
く楽 ら
くを
願 ね
がふ
縁 ゑ
んと
な
さ
ば
か
へ
り
て
願 ぐ
わ
ん
生 しや
う
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
の
便 た
よ
り
と
も
な
り
侍 は
べ
ら
ん
か
し
ま
し
て
浄 じ
や
う
業 ご
ふ
を
な
を
ざ
り
に
し
て
現 げ
ん
世 ぜ
を
祈 い
の
ら
ん
事
は
仏 ぶ
つ
神 じ
ん
の
」
18ウ本 ほ
ん
意
に
あ
ら
ざ
る
を
や
問
て
云
臨 り
ん
終 じゆ
う
の
来 ら
い
迎 か
う
は
天 て
ん
魔 ま
の
所 し
よ
為 ゐ
と
申
人 ひ
と
の
候
は
い
か
に
答
て
云
夫 そ
れ
は
一 い
つ
向 か
う
に
浄 じや
う
土 ど
の
法 ほ
う
門 も
ん
不 ふ
案 あ
ん
内 な
い
の
説 せ
つ
な
り
念 ね
ん
佛 ぶ
つ
者 し
や
の
臨 り
ん
終 じゆ
う
に
来 ら
い
迎 か
う
し
給 た
ま
ふ
は
弥
み
陀 だ
の
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
に
て
浄 じ
や
う
土 ど
三 さ
ん
部 ぶ
経 きや
うの
説 せ
つ相 さ
う分 ぶ
ん
明 みや
うな
り
も
し
天 て
ん魔 ま
の
所 し
よ為 ゐ
と
候
は
ゞ
謗 は
う法 ぼ
う無 む
間 け
んの
罪 ざ
い業 ご
ふな
り
来 ら
い迎 か
うの
頼 た
の
も
し
き
い
わ
れ
は
上 か
み
に
弁 べ
ん
じ
ぬ
れ
ば
今 い
ま
更 さ
ら
申
に
及 お
よ
ば
ず
既 す
で
に
経 きや
う
文 も
ん
に
よ
り
て
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
す
る
者 も
の
来
迎
に
あ
づ
か
る
は
仏 ぶ
つ
説 せ
つ
に
か
な
ふ
上 う
へ
は
ゆ
め

疑 うた
が
ふ
べ
か
ら
ず
但 た
ゞ
し
平 へ
い
生 ぜ
い
よ
り
無 む
相 さ
う
離 り
念 ね
ん
」
19オの
修 し
ゆ
行 ぎや
う
せ
し
者 も
の
の
臨 り
ん
終 じゆ
う
に
種 し
ゆ
々
の
相 さ
う
現 け
ん
じ
な
ば
尤 もつ
と
も
魔 ま
事 じ
と
い
ふ
べ
し
平 へ
い生 ぜ
いの
行 ぎや
うに
相 さ
う違 い
す
る
が
故 ゆ
へに
夫 そ
れは
聖 しや
う道 だ
う門 も
んの
行 ぎや
う者 じ
やに
あ
る
事
な
り
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
の
人 ひ
と
に
は
あ
づ
か
ら
ず
今 い
ま
浄 じや
う
土 ど
門 も
ん
の
行 ぎ
や
う
人 に
ん
は
本
願
を
信 し
ん
じ
て
来 ら
い
迎 か
う
を
ま
つ
来
迎
あ
る
事
は
佛 ぶ
つ
説 せ
つ
に
符 ふ
合 が
ふ
せ
り
心 し
ん
経 きや
う
既 す
で
に
相 さ
う
應 お
う
す
何 な
に
の
あ
や
し
き
事
か
あ
ら
ん
唯 た
ゞ
称 しや
う
名 みや
う
し
て
深 ふ
か
く
来 ら
い
迎 か
う
を
頼 た
の
む
べ
し
必
ず
他
た
門 も
ん
の
説 せ
つ
を
以 も
つ
て
混 こ
ん
濫 ら
ん
す
る
事
な
か
れ
問
て
曰
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
は
必 かな
らず
聲 こ
ゑ
に
出 い
だ
し
て
唱 と
な
ふ
べ
し
や
珠 じ
ゆ
数 ず
」
19ウも
ち
数 か
ず
定 さ
だ
め
ね
ば
か
な
ふ
ま
じ
く
や
答
て
云
口 く
ち
に
称 と
な
へ
心 こ
ゝ
ろ
に
念 ね
ん
ず
る
同
じ
名 みや
う
号 が
う
な
れ
ば
み
な
往 わ
う
生 じや
うの
業 ご
ふな
り
伹 た
ゞし
称 しや
う
名 みや
うの
願 ぐわ
んな
る
が
故 ゆ
へに
聲 こ
ゑに
出 い
だし
て
申
を
本 ほ
んと
心 こゝ
ろ得 え
て
障 さは
りあ
ら
ん
時 と
き
は
心 こゝ
ろに
念 ね
ん
じ
て
も
宜 よ
ろ
し
か
る
べ
し
高 か
う
聲 しや
う
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
に
十 じ
つ
徳 と
く
あ
り
と
い
へ
ば
聲 こ
ゑ
に
立 た
つ
る
ね
ん
佛 ぶ
つ
ぞ
目 め
出 で
度 た
く
覚 お
ぼ
ゆ
る
又
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
だ
に
も
申
せ
ば
数 か
ず
を
し
ら
ね
ど
も
決 け
つ
定 ぢや
う
往 わ
う
生 じや
うの
行 ぎや
うな
れ
ど
数 か
ず定 さ
だめ
ね
ば
怠 をこ
たり
や
す
し
伹 た
ゞし
珠 じ
ゆ数 ず
も
つ
に
便 び
ん宜 ぎ
あ
し
き
人 ひ
とは
た
ゞ
心 こゝ
ろ
に
か
け
て
称 しや
う
名 みや
う
す
れ
ば
佛 ほ
と
けこ
と

く
し
ろ
し
め
し
」
20オて
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
成 じや
う
就 じ
ゆ
の
御 お
ん
胸 む
ね
に
受 う
け
と
り
給 た
ま
ひ
一 い
ち
聲 しや
う
一 い
ち
念 ね
ん
も
す
た
る
事
な
く
み
な
往 わ
う
生 じや
う
の
業 ご
ふ
と
な
る
な
り
正 し
や
う
座 ざ
十 じ
つ劫 こ
ふの
昔 むか
しよ
り
九 く
品 ほ
んの
浄 じや
う土 ど
を
荘 しや
う厳 ご
んし
御 お
ん目 め
を
見 み
め
ぐ
ら
し
て
極 ご
く楽 ら
くを
願 ね
がふ
者 も
の
や
あ
る
と
御 ご
覧 ら
んじ
御 お
ん耳 み
ゝを
傾 かた
むけ
て
我 わ
が名 な
を
唱 と
なふ
る
者 も
のや
あ
る
と
よ
る
ひ
る
に
き
こ
し
め
さ
る
れ
ば
し
ど
け
な
く
申
ち
う
す
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
も
聲 こ
ゑ
々
本 ほ
ん
願 ぐわ
ん
に
受 う
け
お
さ
め
て
一 い
ち
念 ね
ん
も
む
な
し
き
事
な
く
決 け
つ
定 ぢや
う往 わ
う
生 じや
うの
行 ぎや
うと
な
る
な
り
け
に
も
易 い
行 ぎや
うの
本 ほ
ん
願 ぐわ
んと
わ
が
身 み
の
上 う
へ
に
も
勤 つ
と
め
得
う
べ
く
と
よ
よ
頼 た
の
も
し
く
こ
そ
」
20ウ問
て
云
極 ご
く
楽 ら
く
の
荘 し
や
う
厳 ご
ん
目 め
出 で
度 た
し
と
ま
で
は
耳 み
ゝな
れ
た
れ
ど
も
お
ろ

其 そ
のい
わ
れ
を
聞 き
ゝ侍 は
べり
て
欣 ご
ん求 ぐ
を
ま
さ
ん
答
て
云
四 し
十 じ
ふ
八 は
ち
願 ぐわ
ん
よ
り
成 じ
や
う
就 じ
ゆ
し
給
へ
る
不
ふ
思 し
議 ぎ
の
果 く
わ
報 は
う
な
れ
ば
佛 ほ
と
けす
ら
説 と
き
盡 つく
し
難 が
た
し
と
の
給
へ
り
ま
し
て
凡 ぼ
ん
夫 ぷ
の
い
ひ
つ
ぐ
べ
き
に
は
侍 は
べ
ら
ず
抑 そも
一 い
つ
生 しや
う
念 ね
ん
仏 ぶ
つ
の
功 こ
う
つ
も
り
た
り
し
し
る
し
に
は
臨 り
ん
終 じゆ
う時 と
き到 い
たり
ぬ
れ
ば
本 ほ
ん
願 ぐわ
んの
約 や
く束 そ
く違 た
がは
ず
し
て
自 みづ
から
来 ら
い迎 か
うま
し
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ま
せ
り
紫 し
雲 う
ん軒 の
きを
め
く
り
音 お
ん楽 が
く空 そ
らに
響 ひ
ゞき
聖 しや
う衆 じ
ゆ床 ゆ
かに
の
ぞ
み
て
異 い
香 か
う室 し
つに
み
つ
光 くわ
う
明 みや
う
我 わ
が
身 み
を
て
ら
せ
ば
」
21オ罪 ざ
い
障 しや
う
悉 こと
く
滅 め
つ
し
三 さ
ん
昧 ま
い
現 げ
ん
前 ぜ
ん
し
て
満 ま
ん
徳 と
く
の
尊 そ
ん
容 よ
う
を
拝 は
い
す
草 く
さの
庵 い
ほり
に
露 つ
ゆの
命 いの
ちき
へ
ぬ
れ
ば
既 す
でに
蓮 れ
ん

だ
いに
趺 あな
う
ちを
む
す
べ
り
須 し
ゆ臾 ゆ
に
浄 じや
う土 ど
に
往 わ
う
生 じや
う
し
て
蓮 れ
ん
花 げ
の
扉 と
ぼ
そ
圓 ま
と
か
に
開 ひ
ら
くれ
ば
い
つ
し
か
紫
し
金 こ
ん
の
膚 は
だ
へ
忍 に
ん
辱 に
く
の
衣 こ
ろ
もに
か
ゞ
や
き
宝 は
う
冠 くわ
んの
よ
そ
ふ
ひ
解 げ
脱 だ
つの
瓔 よ
う珞 ら
くに
は
へ
た
り
三
十
二
相 さ
う
備 そな
はり
て
三 さ
ん
明 みや
う六 ろ
く通 つ
う
明 あき
らか
に
五 ご
妙 め
うの
境 きや
う界 が
い
意 こゝ
ろに
任 ま
かせ
て
見 み
る
も
楽 た
のし
く
聞 き
くも
た
の
し
宝 は
う池 ち
宝 は
う岸 が
んに
は
八 は
つ徳 と
くの
水 み
づ
堪 た
ん
然 ね
ん
と
た
ゝ
へ
高 か
う
楼 ろ
う
高 か
う
閣 か
く
は
七 し
つ
寶 は
う
の
飾 か
ざ
り
煥 くわ
ん
爛 ら
ん
と
か
ゞ
や
け
り
地 ぢ
は
瑠 る
璃 り
を
し
き
て
」
21ウ金 こ
ん
縄 じよ
う
さ
か
ひ
を
な
し
樹 うへ
きは
珠 し
ゆ
玉 ぎよ
く
を
み
が
き
て
香 か
う
風 ふ
う
に
ほ
ひ
を
送 を
く
る
諸 し
よ
天 て
ん
花 は
な
を
ち
ら
せ
ば
宮 き
う
商 しや
う
の
楽 が
く
耳 み
ゝ
に
た
の
し
く
童 ど
う
子 じ
袖 そ
で
を
ひ
る
が
へ
し
て
回 くわ
い
雪 せ
つ
の
舞 ま
い
眼 まな
こを
よ
ろ
こ
ば
し
む
泥 な
い

を
ん
常 じや
う
住 ぢゆ
うの
栄 ゑ
い花 ぐ
わな
れ
ば
退 た
い没 も
つの
な
げ
き
な
く
歓 くわ
ん楽 ら
く思 お
もひ
を
き
は
む
れ
ど
哀 あ
い
情 じや
うを
催 もよ
ふす
慮
お
も
ん
は
かり
な
し
神 じ
ん通 づ
う自 じ
在 ざ
いの
身 み
と
な
り
て
宿 しゆ
く縁 ゑ
んの
者 も
のを
導 みち
びき
六 ろ
く道 だ
うの
岐 ちま
たに
遊 あ
そび
て
普 あま
ねく
無 む
縁 ゑ
んの
衆 し
ゆ
生 じや
うを
と
む
ら
ふ
観 くわ
ん音 お
ん勢 せ
い至 し
と
利 り
生 しや
うの
方 は
う
便 べ
ん
を
か
た
り
普
ふ
賢 げ
ん
文 も
ん
殊 じ
ゆ
と
菩
ぼ
提 だ
い
の
願 ぐ
わ
ん
行 ぎや
う
を
議
ぎ
す
か
ゝ
る
諸 もろ
の
上 じ
や
う
善 ぜ
ん
人 に
ん
と
會
ゑ
す
る
事 こ
と
」
22オお
ほ
け
な
き
果 く
わ
報 は
う
に
あ
ら
ず
や
上 じや
う
品 ぼ
ん

だ
い
上 じや
う
に
進 す
ゝ
み
て
弥
み
陀 だ
の
尊 そ
ん
顔 げ
ん
を
瞻 せ
ん
仰 が
う
し
微
み
妙 め
う
の
法 ほ
う
門 も
ん
を
聞 き
い
て
無
む
生 しや
う
忍 に
ん
の
悟 さ
と
り
を
開 ひ
ら
く
朝 あ
さ
な
く
他
た
方 は
う
浄 じや
う
土 ど
に
遊 あ
そ
び
て
諸 もろ
の
如 に
よ
来 ら
い
を
供
く
養 や
う
し
百 ひ
や
く
千 せ
ん
三 さ
ん
昧 ま
い
を
得
え
て
三 さ
ん
菩 ぼ
提 だ
い
の
記
き
別 べ
つ
を
う
く
退 た
い
縁 ゑ
ん
外 ほ
か
に
た
へ
貪 と
ん
瞋 じ
ん
内 う
ち
に
滅 め
つ
し
十 じ
ふ
地 じ
の
願 ぐわ
ん
行 ぎや
う
自 じ
然 ね
ん
に
成 じや
う
就 じ
ゆ
し
て
妙 め
う
覚 か
く
果 く
わ
満 ま
ん
の
位 くら
いを
き
は
む
如
レ
此
逍
遥
無
キレ
極
リ
處
吾
レ
今
不
シ
テ
レ
去
待
ン二
何
レ
時
ヲ一
す
べ
て
無 む
邊 へ
ん
の
快
け
楽 ら
く
は
み
な
こ
れ
弥
み
陀 だ
願 ぐわ
ん
力 り
き
の
所 し
よ
成 じや
う
な
り
他
た
力 り
き
難 な
ん
思 じ
の
巧 げ
う
方 は
う
便 べ
ん
静 しづ
か
に
思 お
も
ひ
つ
ゞ
く
れ
ば
涙 な
み
だも
こ
ぼ
れ
が
ち
な
り
」
22ウか
ゝ
る
勝 し
や
う
縁 ゑ
ん
に
あ
ひ
て
輪 り
ん
廻 ゑ
を
離 は
な
れ
ん
こ
と
い
か
で
か
一 い
つ
す
ぐ
る
世
せ
の
善 ぜ
ん
根 ご
ん
な
ら
ん
は
や
く
萬 ば
ん
事 じ
を
な
げ
う
ち
て
称 し
や
う
名 みや
う
の
数
す
遍 へ
ん
を
は
げ
み
佛 ほと
けの
願 ぐ
わ
ん
力 り
き
に
乗 じよ
うじ
て
常 じや
う楽 ら
くの
国 く
にに
帰 か
へる
べ
し
一 い
つ
生 しや
う蹉 さ

だ
し
易 や
すし
時 と
きを
失 うし
なふ
事 こ
とな
か
れ
お
も
ひ
は
か
ゆ
か
ず
此
度
を
か
き
り
に
は
せ
ん
と
思
ふ
哉
み
も
受
か
た
く
法
も
得
か
た
し
後
世
の
し
を
り
終
」
23オ
鸞
洲
大
和
尚
之
畧
傳
〔
印
〕
武
江
誓
願
寺
鸞
洲
僧
正
は
筑
前
の
人
な
り
博
多
妙
圓
寺
演
譽
の
嫡
弟
に
し
て
傳
通
院
賢
洲
上
人
の
資
な
り
中
頃
京
師
に
游
学
し
性
相
の
門
に
入
り
忽
然
と
し
て
道
心
を
發
し
南
紀
吉
田
の
庄
に
德
本
行
者
を
訪
ひ
三
昧
發
得
を
期
せ
ん
こ
と
を
誓
ひ
専
修
の
一
行
に
歸
す
有
田
の
庄
須
ヶ
谷
に
好
相
を
感
見
し
弥
道
念
を
強
」
23ウ固
に
す
後
賢
洲
上
人
の
警
策
に
よ
り
礫
山
に
帰
錫
し
て
學
席
を
履
み
遂
に
台
命
を
奉
し
て
北
海
道
有
珠
善
光
寺
第
二
丗
に
居
し
人
を
勧
誘
す
人
の
化
に
服
す
る
も
の
他
に
其
の
比
類
を
見
ず
適
母
公
病
あ
り
辞
し
て
筑
紫
に
孝
養
せ
ら
る
其
の
后
哉
程
な
く
華
頂
王
宮
よ
り
召
さ
れ
侍
讀
と
な
る
大
僧
都
を
経
て
僧
正
に
任
せ
ら
る
再
度
台
命
あ
り
て
」
24オ江
戸
浅
草
誓
願
寺
に
移
り
勇
法
幢
を
樹
つ
僧
正
雄
辨
卓
説
貴
賤
既
服
其
の
法
澤
に
沾
も
の
数
を
知
ら
す
天
保
十
四
年
四
月
十
九
日
七
十
二
齢
に
て
逝
す
翔
蓮
社
鳳
譽
と
號
す
不
肖
は
僧
正
の
法
蹟
を
嗣
き
有
珠
山
第
十
丗
と
し
て
住
化
す
る
こ
と
三
年
自
ら
宿
契
の
浅
か
ら
さ
る
を
信
す
今
年
僧
正
の
法
孫
宗
慶
寺
音
海
氏
は
師
領
巖
上
人
の
志
を
継
き
故
僧
正
の
遺
稿
後
」
24ウ丗
の
枝
折
を
梓
し
て
両
師
の
恩
に
報
答
せ
ら
る
至
孝
と
い
ふ
べ
し
余
曩
き
に
東
台
の
慧
澄
和
上
の
後
丗
の
枝
折
を
鐫
木
す
同
名
な
れ
と
も
其
の
趣
を
異
に
す
慶
哉
僧
正
の
小
傳
を
叙
す
る
に
あ
た
り
自
ら
値
遇
の
空
か
ら
さ
る
こ
と
を
深
く
信
し
光
明
山
の
南
窓
に
書
し
て
以
て
樂
水
の
海
師
に
お
く
る
明
治
廾
七
年
二
月
上
浣
東
京
城
南
釋
琇
宏
識
〔
印
〕〔
印
〕
」
25オ
明
治
二
十
七
年
三
月
十
日
印
刷
同
年
三
月
三
十
日
発
行
翻
刻
印
刷
東
亰
市
小
石
川
区
久
堅
町
百
壱
番
地
兼
発
行
者
佐
伯
音
海
東
亰
々
橋
区
南
傳
馬
町
発
賣
所
宇
田
總
兵
衛
」
25ウ
」
裏見返
」
裏表紙
有珠善光寺関係資料
115（30）
［
資
料
4］『
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』
有
珠
善
光
寺
の
根
本
史
料
で
あ
る
『
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
同
書
巻
末
に
「
蝦
夷
地
大
臼
山
／
善
光
寺
幹
事
誌
／
文
化
三
丙
寅
年
十
月
既
望
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
鳳
誉
鸞
洲
の
善
光
寺
二
世
晋
山
間
も
な
い
文
化
三
年
（



	）
十
月
十
六
日
の
版
行
と
知
れ
る
。
版
行
の
責
任
者
「
善
光
寺
幹
事
」
は
お
そ
ら
く
鸞
洲
に
随
従
し
て
蝦
夷
地
に
渡
っ
た
高
弟
の
常
蓮
社
立
誉
行
阿
大
基
だ
と
思
わ
れ
る
。
浄
土
宗
全
書
第
十
八
巻
『
略
傳
集
本
會
』
所
載
「
大
基
上
人
略
傳
」
に
「
鸞
洲
上
人
に
隨
從
し
て
蝦
夷
に
入
り
善
光
寺
の
幹
事
た
る
こ
と
四
年
」
と
あ
っ
て
、
大
基
は
文
化
三
年
か
ら
文
化
六
年
ま
で
有
珠
善
光
寺
幹
事
を
務
め
て
い
た
。
後
に
大
基
は
学
僧
と
し
て
高
名
を
得
る
が
、
六
月
の
着
任
か
ら
倉
卒
の
間
に
『
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』
を
ま
と
め
得
た
大
基
の
力
量
識
見
は
注
目
に
値
す
る
。
蝦
夷
地
に
お
け
る
善
光
寺
信
仰
の
記
録
は
、
松
前
家
の
事
蹟
を
記
し
た
『
新
羅
之
記
録
』
（

	


	）が
最
古
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
松
前
藩
初
代
慶
廣
（







	

	）
が
慶
長
十
七
年
（
	
）
冬
夢
告
に
よ
っ
て
善
光
寺
如
来
御
堂
を
建
立
し
た
と
伝
え
、
ま
た
寛
永
十
七
年
（

	


）に
は
駒
ヶ
岳
噴
火
と
津
波
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
が
、
慶
廣
造
営
の
善
光
寺
如
来
の
御
堂
は
奇
特
に
も
無
事
で
あ
っ
た
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
大
基
は
こ
う
し
た
既
存
の
資
料
を
十
分
に
摂
取
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
大
基
上
人
略
傳
」
等
に
よ
れ
ば
、
大
基
は
天
明
五
年
（



）
五
月
肥
前
国
高
来
郡
島
原
北
有
馬
村
（
現
長
崎
県
南
島
原
市
）
に
吉
村
伝
六
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
寛
政
八
年
（



	）
久
留
米
心
光
寺
弁
乗
の
膝
下
で
剃
髪
し
、
享
和
二
年
（



）
秋
に
江
戸
に
出
て
小
石
川
伝
通
院
学
頭
智
門
寮
に
入
り
、
次
い
で
鸞
洲
寮
に
転
じ
て
寮
主
鸞
洲
の
弟
子
に
な
っ
た
。
文
化
三
年
（



	）五
月
、
鸞
洲
の
有
珠
善
光
寺
晋
山
に
と
も
な
い
こ
れ
に
随
従
し
、
鸞
洲
が
退
任
す
る
文
化
六
年
（



）十
月
ま
で
同
寺
幹
事
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
大
基
は
上
京
し
て
天
台
を
一
誉
律
師
に
、
唯
識
を
慈
海
阿
闍
梨
に
、
華
厳
を
典
寿
律
師
に
つ
い
て
修
学
し
、
増
上
寺
大
僧
正
典
海
が
鸞
洲
と
諮
っ
て
紀
州
の
念
仏
行
者
徳
本
を
江
戸
へ
招
請
し
た
と
き
、
大
基
が
使
者
と
な
っ
て
徳
本
の
も
と
に
参
じ
た
。
以
来
大
基
は
徳
本
に
随
従
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
徳
本
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
大
基
は
小
石
川
伝
通
院
山
内
華
王
窟
の
住
職
と
な
っ
て
江
戸
に
残
っ
た
。
す
る
と
同
十
三
年
（



	）
正
月
に
一
文
字
席
に
上
が
り
、
同
十
五
年
（



）
正
月
に
は
月
行
事
に
昇
進
し
た
。
文
政
元
年
（



）十
月
六
日
、
徳
本
が
小
石
川
一
行
院
で
没
し
た
後
、
大
基
は
天
保
三
年
（



）九
月
、
尾
張
徳
川
家
の
招
請
に
よ
り
同
家
菩
提
寺
の
徳
興
山
建
中
寺
（
名
古
屋
市
東
区
）
の
住
職
と
な
っ
た
。
同
五
年
（




）十
月
、
徳
本
の
十
七
回
忌
を
建
中
寺
で
修
し
た
と
こ
ろ
、
参
詣
の
信
者
は
一
万
二
千
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
弘
化
三
年
（




	）五
月
建
中
寺
住
職
を
辞
し
て
山
内
の
正
信
院
に
寓
居
し
、
さ
ら
に
聖
衆
来
迎
庵
に
隠
室
し
た
。
嘉
永
五
年
（



）五
月
伝
通
院
へ
草
鞋
料
一
〇
〇
〇
金
を
寄
付
し
た
ほ
か
有
縁
寺
院
に
三
〇
〇
〇
金
を
寄
付
し
、
文
久
元
年
（


	
）四
月
に
は
熱
田
雲
心
寺
の
三
門
を
新
築
し
、
翌
二
年
に
は
熱
田
大
神
の
夢
告
を
う
け
て
同
寺
に
丈
六
阿
弥
陀
如
来
像
安
置
の
た
め
に
五
〇
〇
金
を
出
費
し
、
弟
子
大
周
を
監
督
と
し
て
同
三
年
に
完
成
さ
せ
る
な
ど
し
、
明
治
三
年
（



）二
月
二
十
五
日
、
八
十
五
歳
で
没
し
た
。
時
に
弟
子
三
〇
人
余
、
多
く
の
学
僧
を
輩
出
し
た
。
著
述
校
訂
の
出
版
は
、
『
当
麻
曼
陀
羅
講
義
』
『
尾
陽
往
生
伝
』
『
勧
誘
同
法
記
』
『無
量
山
戒
達
亮
僧
正
伝
』
『五
重
伝
法
十
門
分
別
』
『元
祖
嘆
徳
和
讃
』
『鎮
西
国
師
行
状
和
讚
』
『徳
本
行
者
行
状
和
讃
』
『傳
通
記
』
等
が
あ
る
。
大
基
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
浄
土
宗
の
学
僧
だ
っ
た
。
『
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』
の
板
木
は
有
珠
善
光
寺
に
現
伝
す
る
が
、
翻
刻
の
底
本
を
函
館
市
中
央
図
書
館
蔵
『
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
』 （
請
求
記
号
Ｋ

1
8
5
エ
ソ

5
0
0
1
）
に
採
っ
た
。
縦
二
五
〇
㎜
横
一
八
五
㎜
、
袋
綴
仮
綴
装
。
墨
付
四
丁
、
面
三
丁
半
、
四
丁
目
裏
を
裏
表
紙
と
す
る
。
（
宮
本
稿
関
口
補
）
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［
翻
刻
］
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
縁
起
」
表表紙
」
表見返
善
光
寺
縁
起
抑
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
の
濫 ら
ん
觴 じや
う
を
尋
る
に
人
王
五
十
三
代
淳
和
天
皇
天
長
年
中
叡 ゑ
い山
慈
覚
大
師
東
国
游
化
あ
り
て
奥
州
南
部
恐 おそ
れ山
に
登
り
此
や
日
本
の
限
り
な
ら
ん
と
地
蔵
菩
の
像
を
彫 ちや
う
刻 こ
く
し
一
宇
を
結
び
て
安
置
し
給
へ
り
今
奥
州
の
霊
場
た
り
扨
は
日
本
の
内
仏
法
弘 ぐ
通 づ
う
遍 あ
ま
ね
し
と
喜
ひ
海
上
を
望
み
給
う
に
積 せ
き
水 す
い
渺 びや
う
漫 ま
ん
と
し
て
波
は
浪 ろ
う
天
を
洗 あ
ら
ふ
雲 う
ん
霧 む
の
あ
な
た
に
一
嶋
あ
る
が
如
し
地 ち
脈 みや
く
は
尽
れ
ど
も
大
師
の
慈
悲
は
限
り
な
く
眼
前
に
衆
生
界
の
度
す
べ
き
あ
る
を
余
諸
に
み
て
止
な
ん
は
仏
の
知
ち
見 け
んも
恥
つ
べ
し
我
願
海
も
尚
浅
し
と
弘 ぐ
誓 せ
い鎧 が
いを
着
て
一
葉 え
うの

へ
ん舟 し
うに
棹 さ
をさ
し
激 げ
き浪 ろ
うを
凌 し
の
ひ
で
向
の
岸
に
着
給
へ
は
一
説
に
津
軽
外
ヶ
浜
よ
り
渡
り
た
ま
ふ
と
い
へ
り
果
し
て
大
国
あ
り
」
01オ夷 い
人 じ
ん
穹 き
う
盧 ろ
を
な
ら
べ
被 ひ
髪 は
つ文 ぶ
ん身 し
んに
し
て
王
化
も
い
ま
た
及
は
ず
侏 し
ゆ□ り
蔦 け
つ舌 ぜ
つの
様 さ
ま機 き
感 か
ん殊
に
疎 う
とし
、
大
師
の
慈
心
は
深 し
ん
重 じ
う
な
り
と
雖
無
縁
の
衆
生
は
下
げ
種 しゆ
う
す
ら
尚
難
し
錫 し
や
く
杖 じや
う
を
振 ふ
る
ひ
て
峻 し
ゆ
ん
嶺 れ
い
の
峨
が
々 が
た
る
を
よ
ぢ
納 な
ふ
衣 い
を
む
す
び
て
、
渤 ぼ
つ
海
の
漫 ま
ん
々
た
る
に
そ
ひ
村
々
を
訪 と
ひ
戸 い
へ
々
に
立
て
勧 くわ
ん
誘 や
う
し
給
ふ
と
い
へ
ど
も
発 ほ
つ
心 し
ん
帰 き
仰 が
う
の
輩
も
な
し
こ
は
心
憂 う
き
事
か
な
と
幾
度
か
大
悲
の
涙
を
忍 に
ん辱 に
くの
衣
の
袖
に
つ
ゝ
み
兼
給
ひ
け
ん
扨
し
も
此
国
に
も
諸
仏
所 し
よ化 け
の
衆
生
界
に
は
洩 も
れし
も
の
を
仏 ぶ
つ
性 しや
う内 な
い薫 く
んの
発 ほ
つ現 げ
んし
難
き
は
熟 じゆ
く脱 だ
つ時
至
ら
ぬ
な
る
べ
し
さ
り
と
て
も
仏
の
因 い
ん
行 ぎよ
う
に
は
寸
方
も
捨
身
の
地
に
あ
ら
ざ
る
な
し
成
仏
の
光 こ
う益 や
く何
ぞ
こ
の
地
に
及
ば
ざ
ら
ん
三
宝
感
応
の
地
あ
ら
ば
当
来
利 り
物 も
のの
因
縁
を
な
し
置
ん
と
、
山
川
遥 はる
か
に
越 こ
え
、
行
東
蝦
夷
地
の
海
岸
大 お
ほ
臼 う
す
の
麓 ふも
とに
来
り
て
江
山
の
有
様
」
01ウ心
と
ま
り
て
覚
え
給
ひ
し
か
ば
樹
下
の
石
に
草
を
敷
ひ
て
一
夜
を
明
し
終
夜
よ
も
す
か
ら
弘
法
利
物
の
回
顧
し
て
衣
に
か
く
る
珠
よ
り
も
木
の
間
の
袖
の
梅
雨
し
げ
く
四
無
む
量 りや
う三 さ
ん昧 ま
いに
入
て
悲
願
ね
も
ご
ろ
に
ま
し
ま
せ
し
暁 あか
つ
きに
ふ
り
さ
け
見
れ
は
峯
に
残
れ
る
有
明
の
月
な
ら
で
瑞 ず
い光 こ
う耀 よ
う々
と
し
て
紫 し
雲 う
ん靉 あ
い靆 た
いた
り
大
師
未 み
曾 ぞ
有 う
の
思
ひ
を
な
し
峯
頂
を
望
み
給
ふ
に
奇
な
る
か
な
一
光
三
尊
の
阿
弥
陀
如
来
雲
間
に
住
立
ま
し

光
明
遍 あ
まね
く
照
し
て
山
海
金
色
と
な
り
ぬ
大
師
は
尊
顔
を
譫 せ
ん仰 ご
うし
て
礼 ら
い拝 は
い讃 さ
ん
嘆 た
ん
し
一
心
合
掌
し
て
広
度
衆
生
の
志
願
を
述
給
ふ
に
忝
か
た
じ
け
な
くも
如
来
微 み
笑 せ
う
し
て
告
給
は
く
我
衆
生
を
待
て
心
に
間
断
な
し
汝
か
発
願
こ
そ
我
本
懐
に
称
へ
り
然
り
と
い
へ
ど
も
、
時
い
ま
だ
到
ら
ず
汝
唯
利
生
の
縁
を
な
し
当
来
の
益
を
期
す
べ
し
我
跡
を
信
州
善
光
寺
に
垂
た
る
と
」
02オい
へ
ど
も
今
よ
り
此
地
に
影 え
う
向 が
う
し
て
機
縁
を
調 ち
や
う
停
す
べ
し
汝
が
願
心
わ
が
大
悲
に
薫 く
ん
じ
て
歩 あ
ゆ
み
を
此
地
に
運
ふ
者
は
往
生
浄
土
の
勝 しや
う
因 い
ん
た
ら
ん
と
ね
ん
こ
ろ
に
示
し
給
ひ
ぬ
大
師
は
ま
の
あ
た
り
金
口
の
霊 れ
い
告 が
ふ
を
得
て
歓 くわ
ん
喜 ぎ
斜
な
ら
ず
当
来
此
地
に
於
て
仏
事
を
施 せ
作 さ
し
広
く
衆
生
を
利
せ
ん
と
渡
海
の
志
願
満
足
せ
り
と
雲
に
か
く
れ
行
く
真 し
ん容 や
うを
う
つ
し
て
木
造
を
彫
み
藜 あか
ざを
折
り
て
小
宇
を
結
び
安
置
し
奉
り
て
当
来
の
利 り
物 も
つを
願
じ
日
本
へ
帰
り
給
へ
り
是
す
な
は
ち
本
尊
降 が
う臨 り
んの
縁
由
善
光
寺
と
呼 よ
びな
ら
は
せ
る
基
本
な
り
其
後
長
録
三
年
宇
須
峯
に
和
人
多
く
入
り
込
住
居
し
、
嘉
峰
和
尚
と
て
高
僧
の
有
し
を
請
し
慈
覚
大
師
旧
蹟
に
堂
舎
を
建
立
し
随
岸
寺
と
号
せ
り
今
に
松
前
の
在
福
島
法
界
寺
は
此
時
の
末
寺
の
由
村
の
記
録
に
み
ゆ
程
な
く
」
02ウ夷
人
蜂
起
の
事
あ
り
て
和
人
引
払
ひ
し
後
は
寺
も
破
壊
し
て

わ
ず
かに
九
尺
の
小
堂
あ
り
善
光
寺
と
呼
へ
り
回
国
修
行
の
者
は
必
す
来
り
て
堂
に
詣
て
山
に
登
る
事
に
な
れ
り
堂
内
に
鰐
口
二
ツ
あ
り
元
亀
年
中
と
天
正
年
中
の
作
な
り
此
堂
に
通
夜
す
る
者
微 み
妙 みよ
う
の
鐘
の
声
を
聞
こ
と
昔
し
よ
り
今
に
あ
り
法 ほ
ふ
苑 お
ん
珠 し
ゆ
林 り
ん
等
に
記
る
聖 しよ
う
等
の
類
な
る
べ
し
松
前
家
第
二
代
領
主
此
堂
再
興
あ
り
し
よ
し
旧
記
に
見
ゆ
寛
文
六
年
江
州
伊
吹
山
平
等
岩
の
僧
円
空
渡
海
し
て
此
堂
に
来
り
慈
覚
大
師
の
作
の
損
せ
し
仏
像
を
模 も
し
て
改
め
刻
み
て
安
置
す
此
外
多
く
仏
像
を
刻
み
諸
所
に
安
置
し
此
堂
に
も
九
体
を
あ
り
、
何
れ
も
其
の
処
の
本
尊
と
銘
あ
り
し
か
ば
御
開
国
後
各
そ
の
説
の
通
り
に
安
置
す
享
保
年
中
津
軽
外
ヶ
浜
寺
主
貞
伝
和
尚
木
造
の
長
く
持
ち
難
き
を
い
た
み
唐
金
に
て
鋳 い
移 う
つ
し
安
置
せ
り
此
像
始
め
大
臼
山
の
上
に
安
置
せ
し
明
和
の
頃
山
上
火
起
り
て
草
木
悉
く
灰
塵
と
な
れ
り
此
像
海
辺
の
堂
に
移
り
給
ひ
て
堂
の
森
に
は
清
風
起
り
小
雨
そ
ゝ
ぎ
し
か
ば
此
堂
な
く
存
せ
り
此
森
古
木
多
き
は
山
焼
を
の
が
れ
し
故
也
今
に
夷
人
い
ひ
伝
へ
て
此
森
の
木
を
き
る
事
な
し
」
03オ
享
和
二
年
此
堂
に
詣
し
者
失
火
し
て
鰐
口
半
鐘
等
ま
て
尽
く
焼 や
け砕 く
だけ
し
に
本
尊
の
み
残
り
給
へ
り
程
な
く
小
堂
を
構
へ
て
始
の
如
く
安
置
す
然
る
に
寛
政
の
末 す
ゑ征
夷
大
将
軍
家
斉
公
蝦
夷
地
御
開
国
あ
り
て
王
化
漸
く
布
り
、
仏
法
を
も
弘
通
す
へ
し
と
て
文
化
元
甲
子
念
大 お
ほ臼 う
す山 ざ
んの
麓 ふも
とに
新
寺
御
建
立
あ
り
増
上
寺
倫
誉
大
僧
正
の
奏
に
よ
り
て
善
光
寺
と
寺
号
を
賜 た
ま
ふ
弘
法
の
僧
も
ま
た
大
僧
正
推
挙
あ
り
丹
後
の
祐
誉
荘
海
和
尚
台
命
を
奉
し
て
弘
法
の
為
渡
海
あ
り
し
が
、
不
幸
に
し
て
遷
化
あ
り
相
次
て
量
山
の
鳳
誉
鸞
洲
和
尚
官
命
に
よ
り
て
渡
海
住
山
し
は
し
め
て
開
法
せ
ら
る
本
尊
に
は
前
来
小
堂
に
あ
り
し
貞
傳
和
尚
作
の
阿
弥
陀
仏
を
安
置
せ
し
有珠善光寺関係資料
113（32）
め
給
ひ
て
蝦
夷
地
仏
法
最 さ
い
初 し
よ
の
精 し
や
う
舎 じ
や
と
な
れ
り
前
立
本
尊
は
増
上
寺
倫
誉
大
僧
正
の
造
立
也
抑
九
百
年
の
昔
慈
覚
大
師
慈
悲
利 り
物 も
のの
誓
願
よ
り
渡
海
あ
り
て
善
光
寺
如
来
の
出
現
を
感
し
末 ま
つ代 だ
い仏
法
有
縁
の
地
な
れ
は
長
く
跡
を
た
れ
て
衆
生
を
導
ん
と
」
03ウ誓
ひ
給
へ
る
霊 れ
い
告 が
ふ
に
違
わ
ず
今
に
及
ひ
精 しょ
う
舎 じ
や
御
建
あ
り
て
穹 き
う
盧 ろ
の
漁 ぎ
よ
夫 ふ
も
共
に
摩 ま
尼 に
の
珠 た
ま
を
秀 つま
ぐり
左 さ
袵 じ
ん
の
夷
婆
も
口
に
甘 か
ん露 ろ
の
名
を
唱
ふ
偏
に
国
家
の
外 げ
護 ご
に
よ
り
如
来
懸 け
ん記 き
の
む
な
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
し
り
ぬ
近
里
の
老
幼
浄
信
を
発
し
去
ル
者
日
を
数
へ
て
、
い
よ

進 す
ゝ
み
遠
鏡
の
男
女
勝 し
や
う
縁 え
ん
を
尋
ね
来
る
人
年
を
追
て
ま
す

多
し
実 げ
に
も
如
来
降 が
ふ
臨 り
ん
の
霊
地
末
法
有
縁
の
名 め
い藍 ら
んな
る
も
の
を
や
流
れ
を
尋
て
河
源
を
窮
む
遂
に
解 げ
脱 だ
つの
峯
な
ら
ず
、
歩
み
を
運 は
こび
て
道 ど
う
場 じや
うに
至
る
即
ち
安 あ
ん養 や
うの
路 み
ちに
臨 の
ぞめ
り
そ
れ
仏
種 しや
うは
縁
よ
り
起
る
言
を
有 う
信 し
んの
輩
に
伝
へ
ん
蝦
夷
地
大
臼
山
善
光
寺
幹
事
誌
文
化
三
丙
寅
年
十
月
既
望
」
04オ
」
裏表紙
［
資
料
5］『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
有
珠
善
光
寺
三
世
響
誉
弁
瑞
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
本
書
の
版
木
は
有
珠
善
光
寺
に
現
伝
す
る
。
そ
れ
は
善
光
寺
七
世
仙
海
が
復
刻
し
た
も
の
で
、
弁
瑞
の
開
版
し
た
と
い
う
版
木
も
、
ま
た
四
世
弁
定
が
開
版
し
た
版
木
も
失
わ
れ
て
い
る
。
和
文
に
ア
イ
ヌ
語
文
を
併
記
し
た
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
は
北
海
道
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
文
化
を
理
解
す
る
上
で
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
弁
瑞
は
念
仏
を
も
っ
て
教
化
に
精
励
し
た
の
で
念
仏
上
人
と
呼
ば
れ
て
仰
が
れ
た
。
※
弁
瑞
は
羽
州
山
形
の
人
で
佐
藤
嗣
信
の
孫
と
い
う
。
幼
時
に
逐
電
し
た
父
を
探
す
た
め
に
禅
宗
で
出
家
し
て
全
国
を
行
脚
し
た
と
伝
え
る
。
の
ち
浄
土
に
転
宗
し
十
七
ヶ
寺
で
修
行
後
、
磐
城
二
本
松
台
運
寺
随
応
に
十
年
間
師
事
し
、
文
化
年
間
初
め
頃
に
下
総
行
徳
徳
願
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
蝦
夷
地
へ
渡
海
す
る
直
前
は
江
戸
深
川
霊
岸
寺
に
い
た
よ
う
で
、
ま
た
二
世
鸞
洲
と
同
様
徳
本
の
法
弟
で
あ
っ
た
。
文
化
十
一
年
（



	）八
月
二
十
九
日
に
江
戸
を
出
立
し
、
十
二
月
二
日
に
有
珠
善
光
寺
に
到
着
し
た
。
文
政
四
年
（


）
秋
、
弁
瑞
は
『
結
縁
同
行
蓮
華
講
中
勧
化
和
譚
』
を
作
っ
た
。
須
藤
隆
仙
氏
「
ア
イ
ヌ
語
の
信
仰
歌
『
念
仏
上
人
子
引
歌
』
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
和
讃
は
昭
和
五
十
二
年
（



）の
有
珠
山
噴
火
ま
で
続
け
ら
れ
た
「
お
山
か
け
」
と
呼
ば
れ
る
有
珠
山
登
拝
の
時
に
称
え
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
四
〇
年
（



）頃
ま
で
北
海
道
や
青
森
県
の
一
部
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
翌
五
年
（





）閏
正
月
一
九
日
有
珠
山
が
噴
火
し
た
。
た
め
に
弁
瑞
は
本
尊
を
守
護
し
て
避
難
し
、
フ
レ
ナ
イ
（
虻
田
町
）
ベ
ン
ベ
（
虻
田
町
）
と
移
動
し
、
ヤ
マ
ク
シ
ナ
イ
（
長
万
部
町
八
雲
町
）
に
阿
弥
陀
堂
（
現
円
融
寺
）
を
建
て
て
避
難
生
活
を
送
っ
た
。
以
後
任
期
中
に
有
珠
に
帰
山
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『
善
光
寺
過
去
帳
』
に
よ
る
と
、
江
戸
に
戻
っ
た
弁
瑞
は
文
政
八
年
（




）正
月
二
十
五
日
、
深
川
霊
岸
寺
旅
宿
で
没
し
た
と
伝
え
る
。
な
お
「
上
野
の
唯
念
」
で
知
ら
れ
る
木
食
向
誉
唯
念
は
行
徳
徳
願
寺
以
来
の
弟
子
で
あ
る
。
生活機構研究科紀要 Vol.26（2017）
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天
保
三
年
（



）、
有
珠
善
光
寺
四
世
弁
定
は
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
を
開
板
し
た
。
三
世
弁
瑞
に
随
従
し
て
蝦
夷
地
へ
渡
っ
た
。
豊
浦
町
の
坂
の
上
観
音
堂
の
鰐
口
に
は
「
善
光
寺
霊
所
岩
谷
山
什
物
願
主
辨
定
／
文
政
三
年
辰
施
主
松
前
竹
屋
善
吉
」
と
あ
る
の
で
、
有
珠
山
噴
火
前
か
ら
弁
定
が
寺
務
を
執
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
政
八
年
（



）十
一
月
六
日
善
光
寺
四
世
住
職
に
任
命
さ
れ
、
翌
九
年
十
二
月
三
日
、
避
難
先
の
ヤ
マ
ク
シ
ナ
イ
阿
弥
陀
堂
で
晋
山
入
院
式
を
執
行
し
た
。
弁
定
は
善
光
寺
を
鷲
ノ
木
（
現
森
町
）
へ
移
転
す
る
こ
と
を
寺
社
奉
行
へ
願
い
出
た
が
実
現
せ
ず
、
任
期
中
の
有
珠
帰
山
も
叶
わ
な
か
っ
た
。
天
保
三
年
（



）
六
月
、
弁
定
は
隠
居
し
て
持
明
院
と
称
し
、
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
に
序
文
と
自
作
の
和
讃
を
追
記
し
て
開
版
し
た
。
当
初
の
表
紙
に
は
右
掲
の
よ
う
に
「
蝦
夷
地
善
光
寺
三
代
／
南
無
阿
弥
陀
仏
念
佛
（
花
押
）
／
前
大
本
願
辨
瑞
上
人
」
と
あ
る
が
、
後
に
は
弁
定
の
別
号
「
佛
彦
」
を
刻
し
て
版
行
し
た
。
ま
た
隠
居
後
も
活
躍
し
た
よ
う
で
、
善
光
寺
で
は
弁
定
が
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
軍
学
に
詳
し
く
、
馬
術
に
も
優
れ
た
多
才
な
人
物
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
な
お
晩
年
の
消
息
は
不
明
で
あ
り
、
弁
定
開
版
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
の
板
木
も
現
存
し
な
い
。
弁
定
版
を
復
刻
し
た
の
が
有
珠
善
光
寺
七
世
性
誉
仙
海
で
あ
る
。
仙
海
は
長
州
萩
の
農
家
に
生
ま
れ
、
同
地
の
瑞
雲
山
報
恩
寺
で
得
度
し
、
文
政
四
年
（



）増
上
寺
学
寮
に
入
っ
て
修
学
し
た
。
天
保
九
年
（



）、
急
死
し
た
善
光
寺
五
世
貫
誉
弁
諦
の
院
代
と
し
て
蝦
夷
地
へ
渡
り
寺
務
を
執
っ
た
。
弘
化
四
年
（



）江
戸
へ
帰
り
、
嘉
永
二
年
（



	）駒
込
専
念
寺
の
住
職
と
な
っ
た
が
、
嘉
永
四
年
（



）
善
光
寺
七
世
住
職
に
推
挙
さ
れ
、
翌
五
年
七
月
九
日
晋
山
入
院
し
た
。
そ
の
翌
六
年
（



）再
び
有
珠
山
が
噴
火
し
た
た
め
、
仙
海
は
ヲ
シ
ヤ
マ
ン
ベ
会
所
へ
避
難
し
、
こ
こ
に
仮
堂
を
建
て
本
尊
を
安
置
し
た
。
同
年
冬
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
を
復
刻
し
、
そ
の
刊
記
に
は
、
「
蝦
夷
ヶ
千
嶋
大
臼
山
七
世
／
性
譽
（
花
押
）
印
施
／
嘉
永
六
癸
丑
冬
再
鐫
」
と
あ
る
。
安
政
五
年
（



）、
仙
海
は
有
珠
に
帰
山
し
、
末
寺
建
立
に
奔
走
し
た
が
、
明
治
三
年
（




）十
二
月
、
病
を
得
て
住
職
を
辞
し
函
館
新
善
光
寺
（
現
称
名
寺
）
に
隠
居
し
、
明
治
五
年
（
）六
月
二
十
四
日
、
同
寺
に
没
し
た
。
な
お
、
仙
海
が
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
を
復
刻
し
た
事
情
に
つ
い
て
、
須
藤
隆
仙
は
仙
海
が
増
上
寺
の
蜜
童
和
尚
に
宛
て
た
消
息
を
紹
介
さ
れ
た
。
一
奉
啓
上
仕
候
。
向
暑
の
節
に
御
座
候
得
共
、
大
僧
正
様
益
御
機
嫌
能
被
為
遊
御
座
恐
悦
至
極
に
奉
存
候
。
随
愚
寺
儀
去
る
丑
三
月
以
来
山
焼
に
て
今
以
相
有珠善光寺関係資料
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鎮
不
申
、
右
故
本
尊
等
守
護
仕
行
程
十
二
里
相
隔
候
ヲ
シ
ヤ
マ
ン
ベ
と
申
処
へ
立
退
罷
在
候
。
而
蝦
夷
人
共
立
退
候
場
所
へ
為
教
化
時
々
見
廻
候
に
、
一
同
必
死
の
難
渋
不
忍
見
聞
誠
に
悲
至
極
に
御
座
候
得
共
、
時
々
酒
飯
等
施
行
仕
候
得
共
、
長
々
の
事
に
て
施
行
等
も
相
成
兼
、
且
相
続
も
難
出
来
難
渋
集
尽
愚
筆
候
に
付
、
不
得
心
御
役
所
へ
拝
借
金
奉
願
上
候
間
格
別
の
御
慈
悲
を
以
速
に
御
聞
済
被
成
下
置
候
宜
御
内
奏
願
上
候
。
恐
惶
謹
言
寅
四
月
廿
日
蝦
夷
地
仙
海
（
花
押
）
蜜
童
和
尚
御
披
露
須
藤
氏
は
右
の
消
息
か
ら
、
仙
海
は
「
非
常
時
に
ア
イ
ヌ
た
ち
の
精
神
的
救
済
を
目
的
」
と
し
て
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
を
復
刻
し
た
も
の
だ
と
し
、
さ
ら
に
松
浦
武
四
郎
『
東
蝦
夷
日
誌
』
二
編
に
載
る
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
は
、
ア
イ
ヌ
語
表
記
が
仙
海
復
刻
版
と
若
干
異
な
り
、
弁
瑞
の
初
版
本
に
拠
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
武
四
郎
は
不
確
実
な
写
本
を
引
い
た
も
の
だ
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
有
珠
善
光
寺
に
現
伝
す
る
仙
海
復
刻
版
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
の
板
木
は
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
て
容
易
な
版
を
許
さ
な
い
。
幸
い
道
史
研
究
で
著
名
な
髙
木
崇
世
芝
氏
が
版
本
三
点
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
す
で
に
「
幕
末
明
治
初
期
の
出
版
物
」
に
そ
れ
の
紹
介
を
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
快
く
そ
れ
の
閲
覧
撮
影
の
機
を
お
恵
み
く
だ
さ
っ
た
。
つ
い
て
以
下
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。
縦
二
五
〇
×
横
一
八
五
㎜
。
半
紙
縦
二
つ
折
り
三
枚
綴
り
。
一
紙
の
表
表
紙
と
裏
表
紙
、
四
穴
紙
縒
り
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
表
表
紙
中
央
に
「
念
佛
上
人
子
引
歌
全
」
と
あ
り
、
右
下
に
「
蝦
夷
地
／
善
光
寺
」
の
角
朱
印
が
押
さ
れ
、
裏
表
紙
に
「
有
珠
／
善
光
寺
／
印
章
」
の
丸
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
裏
表
紙
見
返
に
貼
紙
（
縦
一
九
五
×
七
〇
㎜
）
が
あ
り
、
「
大
正
十
三
年
九
月
六
日
北
海
道
／
漫
遊
途
次
霜
有
珠
善
光
寺
時
執
筆
／
井
上
賢
明
師
御
恵
贈
／
夷
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
十
三
年
（

	

）に
刷
ら
れ
た
も
の
と
思
し
い
。
今
回
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
影
印
を
付
し
て
翻
刻
す
る
。
縦
二
六
〇
×
横
一
七
五
㎜
。
半
紙
縦
二
つ
折
り
二
枚
綴
り
、
一
紙
の
表
表
紙
と
裏
表
紙
、
こ
れ
と
市
立
函
館
図
書
館
Ｂ
5版
罫
紙
に
序
文
翻
刻
文
四
枚
を
付
し
た
も
の
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
表
表
紙
左
に
「
念
佛
上
人
子
引
歌
全
」
と
あ
り
、
見
返
に
「
蝦
夷
地
善
光
寺
三
代
／
南
無
阿
弥
陀
佛
念
佛
（
花
押
）
／
前
大
本
願
辨
瑞
上
人
」
と
あ
り
、
裏
表
紙
見
返
に
「
蝦
夷
ヶ
千
嶋
大
臼
山
七
世
／
性
譽
（
花
押
）
印
施
／
嘉
永
六
癸
丑
冬
再
鐫
」
と
あ
る
。
な
お
髙
木
氏
に
よ
る
と
、
本
資
料
に
市
立
函
館
図
書
館
罫
紙
が
補
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
同
館
（
現
函
館
市
中
央
図
書
館
）
館
長
で
あ
っ
た
元
木
省
吾
氏
（


	



	

）の
旧
蔵
か
と
い
う
。
元
木
氏
は
昭
和
二
十
七
年
（

	

）に
市
立
函
館
図
書
館
長
に
就
任
し
、
書
籍
の
充
実
に
努
め
る
傍
ら
『
函
館
市
史
』
編
纂
委
員
を
務
め
ら
れ
た
。
元
木
氏
旧
蔵
本
と
す
る
と
、
昭
和
二
十
年
代
に
刷
ら
れ
た
も
の
と
思
し
い
。
縦
二
六
三
×
横
一
八
三
㎜
。
半
紙
縦
二
つ
折
り
三
枚
綴
り
、
一
紙
の
表
表
紙
と
裏
表
紙
、
こ
れ
に
ウ
ス
善
光
寺
が
付
し
た
翻
刻
半
紙
二
つ
折
り
三
枚
綴
り
、
Ｂ
4版
「
臼
善
光
寺
沿
革
」
が
併
せ
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
表
表
紙
左
に
「
念
佛
上
人
子
引
歌
全
」
と
あ
り
、
見
返
に
「
蝦
夷
地
善
光
寺
三
代
／
南
無
阿
弥
陀
佛
念
佛
（
花
押
）
／
前
大
本
願
辨
瑞
上
人
」
と
あ
る
。
裏
表
紙
に
仙
海
の
花
押
は
な
い
。
本
資
料
は
、
髙
木
氏
御
自
身
が
昭
和
四
十
一
年
（

	

）有
珠
善
光
寺
に
参
詣
し
た
折
り
印
施
を
受
け
た
も
の
と
い
う
。
当
時
、
希
望
す
る
参
詣
者
に
は
百
円
の
喜
捨
で
住
職
手
ず
か
ら
印
施
し
た
と
い
う
。
有
珠
善
光
寺
三
世
弁
瑞
作
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
の
七
世
仙
海
復
刻
本
の
板
木
は
、
北
海
道
に
現
伝
す
る
板
木
と
し
て
最
古
の
も
の
と
い
う
。
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
は
ア
イ
ヌ
語
文
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
布
教
の
証
拠
だ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
髙
木
氏
蔵
本
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
代
以
降
も
刷
り
続
け
ら
れ
た
こ
と
を
み
る
と
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
布
教
の
ほ
か
に
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も
本
資
料
が
有
す
る
問
題
は
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
佐
藤
知
己
氏
が
『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
に
は
ア
イ
ヌ
語
訳
に
誤
訳
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
弁
瑞
の
時
代
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
語
学
習
の
動
向
研
究
も
大
切
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
た
だ
三
世
弁
瑞
は
じ
め
は
四
世
弁
定
七
世
仙
海
ら
が
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
に
浄
土
教
の
精
神
性
を
伝
え
よ
う
と
懸
命
に
努
め
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
も
っ
て
翻
刻
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な
お
資
料
調
査
と
翻
刻
の
掲
載
を
快
諾
さ
れ
、
御
教
示
ま
で
下
さ
っ
た
髙
木
崇
世
芝
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
谷
本
晃
久
先
生
に
は
種
々
御
教
導
を
頂
戴
し
、
資
料
調
査
に
は
岩
渕
真
由
子
氏
の
御
助
力
を
得
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
申
上
げ
る
。
（
宮
本
稿
関
口
補
）
注（
1）
須
藤
隆
仙
「
ア
イ
ヌ
語
の
信
仰
歌
『
念
仏
上
人
子
引
歌
』
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
学
報
』
二
四
号
、
一
九
六
五
年
）。
（
2）
関
口
靜
雄
阿
部
美
香
宮
本
花
恵
『
静
岡
県
小
山
町
滝
沢
山
唯
念
寺
所
蔵
什
物
調
査
報
告
』（「
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研
究
」
一
七
号
、
二
〇
一
四
年
）。
（
3）
吉
田
常
吉
編
『
新
版
蝦
夷
日
誌
』（
上
巻
所
収
。
時
事
通
信
社
、
一
九
八
四
年
）。
（
4）
髙
木
崇
世
芝
「
幕
末
明
治
初
期
の
出
版
物
」
（
北
海
道
の
出
版
文
化
史
編
集
委
員
会
編
『
北
海
道
の
出
版
文
化
史
』
一
五
頁
。
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
）
に
『
念
仏
上
人
子
引
歌
』
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
（
5）
佐
藤
知
己
氏
「
伊
達
地
方
の
ア
イ
ヌ
語
方
言
の
言
語
的
特
徴
」（『
北
海
道
立
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
四
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
［
追
記
］『
後
世
の
枝
折
』『
善
光
寺
縁
起
』『
念
佛
上
人
子
引
歌
』
の
翻
刻
文
校
正
に
昭
和
女
子
大
学
人
間
文
化
学
部
歴
史
文
化
学
科
二
年
栁
川
亜
美
さ
ん
の
助
力
を
得
た
。
［
翻
刻
］
〔
善
光
寺
蝦
夷
地
〕
（
朱
印
）
念
佛
上
人
子
引
歌
全
」
表表紙
有珠善光寺関係資料
109（36）
」表見返
念
仏
上
人
子
引
歌
序
一 ひ
日 と
ひ冨 と
み永 な
が氏 う
じな
る
居 こ
士 じ
の
詣 まう
でこ
し
に
師 し
の房 ぼ
う念 ね
ん佛 ぶ
つ
上 しや
う人 に
ん蝦 え
み夷 し
を
誘 いざ
な
ふの
一 ひ
とふ
し
を
此 こ
ゝに
訳 こと
わ
けし
て
示 し
めせ
し
か
は
又 ま
たな
く
か
し
こ
み
た
る
尊 とう
とき
御 み
教 をし
えを
我 わ
が籠 か
ご耳 み
ゝに
過 す
ぐさ
ん
は
。
最 い
と本 ほ
意 い
な
き
業 わ
ざに
し
あ
れ
は
一 ひと
つ
蓮 はつ
すの
友 と
もと
此 こ
の
妻 つ
ま子 こ
を
諭 さ
とす
た
つ
木 き
と
め
せ
ま
ほ
し
と
。
疾 と
く
」
01オ
生活機構研究科紀要 Vol.26（2017）
108 （37）
楼 さく
ら木 ぎ
に
え
り
て
四 よ
辺 も
に
布 し
かむ
と
。
わ
り
な
く
乞 こ
ふに
め
て
ゝ
頓 や
かて
写 うつ
しも
て
あ
た
へ
ぬ
。
頃 こ
ろは
天 て
ん保 ほ
う水 み
つ兄 の
え龍 た
つの
册 ふ
み月 つ
き
末 す
への
五 い
つ日 か
。
え
み
し
か
浦 う
ら臼 う
すの
山 や
ま寺 で
ら佛 ぶ
つ彦 げ
んし
る
壽 す
」
01ウ
念
佛
ネ
ン
ブ
チ
子
引
歌
ボ
ポ
ウ
ン
ニ
シ
ケ
イ
ナ
上
人
カ
モ
イ
こ
れ
や
タ
パ
ア
ン
人

△
ウ
タ
レ
を
し
へ
を
聞
け
よ
エ
パ
カ
シ
△
コ
カ
ヌ
は
や
ひ
ト
ナ
シ
お
そ
ひ
か
△
モ
イ
シ
カ
い
ち
度
は
死
ぬ
そ
ア
リ
ン
△
ユ
イ
△
ラ
イ
ナ
し
ぬ
が
い
や
な
ら
ラ
イ
コ
パ
ン
チ
キ
ね
ん
佛
申
せ
ネ
ン
フ
チ
△
キ
イ
ヤ
ン
ま
う
す
人
な
ら
キ
イ
ク
ル
△
ネ
ヤ
キ
ネ
い
つ
な
ん
時
に
セ
ン
バ
ラ
△
ヤ
ツ
カ
」
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か
り
の
か
ら
だ
の
ウ
ヽ
セ
△
ネ
ト
バ
ケ
し
に
た
る
と
て
も
ラ
イ
ワ
ネ
△
ヤ
ツ
カ
せ
み
の
ぬ
け
が
ら
ヤ
ア
キ
△
シ
セ
イ
ペ
レ
す
つ
る
が
ご
と
く
ヲ
シ
ヨ
ラ
△
コ
ラ
チ
月
も
日
も
逝
く
チ
ユ
プ
△
ア
フ
ン
ハ
し
せ
ざ
る
国
へ
シ
ヨ
モ
ラ
イ
△
コ
タ
ン
タ
住
て
生
れ
て
チ
マ
ン
△
セ
カ
ト
ハ
こ
ゝ
ろ
の
ま
ヽ
に
ヤ
エ
ラ
ム
△
ア
ニ
ネ
妻
や
子
と
も
が
エ
マ
チ
△
ボ
ポ
タ
レ
可
愛
そ
な
ら
ば
エ
ヌ
ヌ
カ
シ
ケ
△
ワ
ネ
チ
キ
と
も
に
ね
ん
仏
ウ
ト
ラ
△
ネ
ン
ブ
チ
申
が
よ
ひ
ぞ
キ
イ
チ
キ
△
ピ
リ
カ
」
02ウ
こ
の
世
は
か
な
ら
す
タ
ハ
ン
△
ム
シ
リ
△
カ
タ
や
く
な
ん
う
け
ず
シ
ヨ
モ
ヤ
□
△
ホ
ム
シ
ユ
後
の
代
は
ま
た
ム
シ
リ
△
ホ
ツ
パ
コ
浄
土
に
う
ま
れ
ア
ヲ
ラ
ム
△
セ
ト
ク
テ
ひ
と
つ
蓮
の
シ
ネ
ツ
プ
△
エ
プ
イ
ケ
臺
に
す
み
て
カ
シ
ケ
タ
△
ア
ン
ナ
な
か
く
楽
し
み
ヲ
ホ
ン
ノ
△
ヌ
ペ
ツ
ネ
し
ぬ
事
そ
な
し
シ
ヨ
モ
ラ
イ
△
ル
エ
ネ
同
に
し
る
壽
小
師
佛 フ
チ彦 ゲ
ン
今
よ
り
は
み
な
人
こ
と
に
ひ
ゞ

に
タ
ネ
ヲ
ロ
ハ
ノ
△
エ
チ
ヲ
ビ
ツ
タ
ノ
△
ケ
シ
ト

」
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わ
す
れ
す
ま
う
せ
な
む
阿
み
た
ふ
を
イ
テ
ツ
ケ
ヲ
イ
ラ
ノ
ナ
ム
ア
ミ
タ
キ
イ
阿
弥
陀
佛
と
常
に
と
な
ふ
る
人
は
み
な
カ
モ
イ
ヲ
ツ
タ
ラ
ン
マ
イ
ノ
ン
ノ
キ
イ
ウ
タ
レ
の
さ
い
は
い
め
来
る
也
け
り
タ
ン
△
ム
△
シ
リ
カ
タ
△
チ
カ
シ
ノ
カ
ル
ワ
阿
彌
陀
佛
ね
か
ふ
心
を
み
そ
な
は
せ
ア
ミ
タ
ブ
チ
△
イ
ノ
ン
ノ
ケ
ウ
ー
モ
△
ヌ
カ
ル
ヤ
ン
南
無
阿
弥
陀
仏

ナ
ム
ア
ミ
タ
ブ
チ
ナ
ム
ア
ミ
タ
ブ
チ
」
03ウ
大
正
十
三
年
九
月
六
日
北
海
道
漫
遊
途
次
霜
有
珠
善
光
寺
時
執
事
井
上
賢
明
師
恵
贈夷
山
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有
珠
善
光
寺
印
章
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